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あなたは「AI（人工知能）」について、どんなイメージを抱いていますか。

未来的？万能？脅威？人間にとって代わるもの？いまやAIに関する話題

がニュースにならない日はありません。しかし、そもそも、AIをはじめとし

たテクノロジーがどのように私達の生活に関わっていて、どのように付き

合えばいいのかを考える機会は意外と少ないのではないでしょうか。な

んとなく抱いている「怖い」という感情や、「なんでもできるんでしょう？」

という期待は、本当の本当にその通りでしょうか。過度な畏れでも期待

でもなく、技術と人間が「平熱」の距離感で共存することはできないので

しょうか。

『TMPR 通信』は、そんな疑問を抱いたチーム「TMPR（てんぷら）」が考

案したプロジェクト「AIが見てきた風景を辿る 人工知能紀行*」を紹介

するドキュメントブックです。プロジェクトから生まれたワークショップ

であり、体験型作品でもある「動点観測所」を通し、テクノロジーと日常生

活、そして人間の関係を巡るユニークな体験と考察が実施された様子を

お届けします。“2024年1月、東京・渋谷に（おそらく）世界初のAIと人

間が協働する『動点観測所』が開所。そこでは参加者が『作業員』と呼ば

れ、機械の指示に従い、まちを観測するー”。SFのような設定のワーク

ショップを体験した人は何を感じたのか。そして仕掛けたTMPRの意図

とは。謎めいたプロジェクトから技術との付き合い方に思い馳せていた

だければ幸いです。

はじめに

*本プロジェクトは、シビック・クリエイティブ・ベース東京［CCBT］「アート・インキュベーション・プログラム」の一環として制作されました。
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いて、くまなく凝視したい  データにならない生の

械と人間による協働探索拠点が東京・渋谷に現る

まちを知りたい  世界を把握したい  隅々まで歩

情報をどうにかして観測したい  2024年1月機





#1　TMPRメンバー　
#2　山川 陸
#3　青木 彬
#4　林 雄司・古賀及子
#5　柳下恭平
#6　萩原俊矢・石川由佳子
#7　田中元子

突如渋谷に現れた「動点観測所」とは、一体何なのか？

ここに至るまでに考えてきたこと　
フローチャート
CCBTから見たTMPR
動点観測所を巡るあれこれ

TMPRのプロフィール
あとがき
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島田芽生　
　

宇川直宏／いすたえこ／冠 那菜奈　
ただ／丸尾隆一／細川紗良

大解剖！動点観測所

目
次

動点観測所開所記念トーク

TMPRの反省会

TMPRの実験室

日記のようなもの

特集  動点観測所

動点観測所とはなんだったのか？

動点観測所を理解するための５つのヒント

ヒントその１　可搬式動点観測所
ヒントその２　作業員の仕事
ヒントその３　コンセプト
ヒントその４　平面計画
ヒントその５　空間設計

（本当に本当のところ）

2024年４月  創刊号（PDF版）

ゲスト　木原 共

014

026

035

042

067

073
074

080

076
077

081

体
験
し
た
人
の
感
想
を
知
り
た
い

順
番
通
り
に
読
み
た
い

動
点
観
測
所
が
で
き
る
ま
で
の
経
緯
を
知
り
た
い

AI
が
生
成
し
た
日
記
を
読
み
た
い　

作
業
員
の
赤
入
れ
を
見
た
い

動
点
観
測
所
に
つ
い
て
も
っ
と
深
く
知
り
た
い　

今
後
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
知
り
た
い

書籍版に掲載

編集中!



15 14

ヒントその1　可搬式動点観測所 動
点
観
測
所
を
理
解
す
る
た
め
の
５
つ
の
ヒ
ン
ト

風の音が入らないように毛に覆われ
たマイクで、周辺の音を収録可能。

文字を書いたり地図を書いたり、腕の
先を変えることでレーザーカッター
や3Dプリンタにもなる優れもの。

文字が流れるLEDパネル。

観測所の移動を支える駆動部分。
電動だから、重い観測機器を載せ
ても軽々移動できるぞ。

↓観測用マイク

↙ロボットアーム

←LEDパネル

←電動アシスト自転車

大
解
剖
！
動
点
観
測
所

動
点
観
測
所
は
さ
ま
ざ

ま
な
地
域
を
巡
り
、
移

動
し
な
が
ら
リ
サ
ー
チ

す
る
拠
点
だ
。
可
搬
式

動
点
観
測
所
は
観
測
所

の
コ
ン
セ
プ
ト
を
ミ
ニ

マ
ム
な
形
で
体
現
し
た

試
作
機
（
コ
ン
セ
プ
ト

モ
デ
ル
）で
、
動
点
観
測

所
に
必
要
な
機
能
が
す

べ
て
搭
載
さ
れ
て
い
る

ぞ
。
今
後
は
離
島
や
山

間
部
の
よ
う
な
エ
リ
ア

に
も
、
観
測
活
動
を
拡

げ
て
い
く
予
定
だ
。
次

は
あ
な
た
の
ま
ち
に
現

れ
る
か
も
し
れ
な
い

…
…
！空が見えるところなら、衛星と通信すること

で世界中がどこでも動点観測所になるぞ！

観測者の登録用に使用す
るカメラ、1,500万画素。

観測所のお知らせを遠くまで響
かせることができるスピーカー。

観測案内ビデオを上映したり、観測者の
現在位置を示したり、色々な使い方がで
きるように設計された液晶画面。

衛星インターネットアンテナ↓

メガホンスピーカー↑

↓感熱紙プリンター観測ルートを決めるための専用装
置。60 秒以内にジョイスティッ
クを使ってルートを決めよう！

電源が取れない場所でも観測
を続けられるように、大容量
バッテリーを搭載しているぞ。

人工知能が書いた日
記をすばやく印刷、
インクを使わず毎秒
230mm のスピード
で印刷できるぞ！

ルート選択装置↘

バッテリー↗

液晶画面→

観測カメラ↓TMPRロゴマーク↓
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万
能
？
脅
威
？
未
来
？
…
…
い
ま
や
専

門
外
の
一
般
市
民
に
至
る
ま
で
、
あ
る
種

の
流
行
と
し
て
も
そ
の
認
識
が
広
が
っ
て

い
る
「
AI
（
人
工
知
能
）」。

生
成
AI
に
よ
っ
て
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
さ
れ

る
文
章
や
画
像
な
ど
の
違
法
性
や
倫
理
的

問
題
が
指
摘
さ
れ
る
一
方
で
、
AI
の
学
習

能
力
を
活
用
し
た
シ
ス
テ
ム
が
人
間
生
活

を
豊
か
に
す
る
事
例
も
頻
繁
に
話
題
に
上

る
。
専
門
外
の
市
民
に
と
っ
て
は
、
な
ん

と
な
く
わ
か
る
よ
う
で
わ
か
ら
な
い
よ
う

な
曖
昧
な
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
、「
先
端
技
術

と
し
て
の
AI
」
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

Ｔ
Ｍ
Ｐ
Ｒ
は
、
デ
ザ
イ
ン
分
野
を
中
心

に
異
な
る
特
技
を
持
つ
メ
ン
バ
ー
で
構
成

さ
れ
た
リ
サ
ー
チ
ユ
ニ
ッ
ト
で
あ
り
、
デ

ジ
タ
ル
と
ア
ナ
ロ
グ
、
身
体
と
ま
ち
を

使
っ
て
「
遊
ぶ
」
こ
と
で
、
身
近
な
物
事
を

捉
え
直
す
実
験
を
好
む
協
働
チ
ー
ム
で
あ

る
。
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
AI
が
見
て

き
た
風
景
を
辿
る 

人
工
知
能
紀
行
」で
は
、

過
度
に
便
利
な
も
の
、
と
き
に
は
人
間
に

と
っ
て
の
脅
威
的
な
も
の
と
み
な
さ
れ
が

ち
な
AI
が
、
現
状
で
は
人
間
活
動
の
軌
跡

と
い
う
「
過
去
の
デ
ー
タ
」
を
イ
ン
プ
ッ
ト

と
し
て
よ
う
や
く
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
が
で
き

て
い
る
と
い
う
事
実
を
体
感
す
る
こ
と

で
、
AI
を
は
じ
め
と
し
た
技
術
と
の
日
常

に
お
け
る
付
き
合
い
方
を
意
識
的
に
探
る

こ
と
を
試
み
る
。

た
と
え
ば
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持
っ
て

歩
き
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
し
、
情
報

を
閲
覧
し
、
物
品
を
購
入
し
、
生
活
し
て

い
る
時
点
で
、
私
達
の
日
常
は「
活
用
可
能

な
デ
ー
タ
」
と
し
て
シ
ス
テ
ム
に
吸
収
さ

れ
て
い
る
と
い
う
現
実
が
あ
る
。
し
か
し
、

そ
こ
か
ら
観
測
し
き
れ
な
い
日
常
の
体
感

や
情
報
は
必
ず
存
在
し
て
い
て
、
決
し
て
、

シ
ス
テ
ム
側
が
私
達
の
生
活
を
主
導
し
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
。
吸
い
取
ら
れ
た

デ
ー
タ
が
人
間
の
全
て
で
も
な
い
。
し
ば

し
ば
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
が
ち
な
「
人
間
vs 

AI
」

的
な
対
抗
図
は
、
い
た
ず
ら
な
恐
怖
や
期

待
を
煽
る
だ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

つ
ま
り
、
現
状
に
お
い
て
デ
ジ
タ
ル
技

術
に
対
し
て
過
度
に
怯
え
る
こ
と
も
な
け

れ
ば
、
望
む
こ
と
も
な
い
と
Ｔ
Ｍ
Ｐ
Ｒ
は

考
え
る
。
技
術
と
人
間
の
「
平
熱
の
共
存
」

の
よ
う
な
も
の
を
、
も
う
少
し
市
民
レ
ベ

ル
か
ら
練
習
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
方
が
き
っ
と
創

造
的
か
つ
主
体
的
に
生
き
ら
れ
る
。

「
AI
が
見
て
き
た
風
景
を
辿
る 

人
工
知
能
紀
行
」
の
着
眼
点

ヒントその２　作業員の仕事

Ｃ
Ｃ
Ｂ
Ｔ
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら

「
作
業
員
」
と
し
て
参
加
し
た
い
日

時
を
選
択
し
申
し
込
む
。

作
業
員
は
最
大
三
名
の
チ
ー
ム
を

組
む
。
一
時
間
ご
と
に
二
つ
の
チ
ー

ム
が
動
点
観
測
所
を
出
発
す
る
。

チ
ー
ム
を
組
ん
だ
ら
、
ま
ず
は
案
内

動
画
を
見
る
。
こ
こ
で
作
業
の
大

ま
か
な
流
れ
を
把
握
す
る
。

動点観測所

これ

面白そうだね

※簡単に言うと、「作業員」とは動点観測所のワークショップ参加者のことです

よろしく

へ
え
〜

13

4

※

2 予
約
し
た
日
時
に
Ｃ
Ｃ
Ｂ
Ｔ
内
の
動

点
観
測
所
へ
行
く
。
受
付
を
済
ま

せ
た
ら
も
う
作
業
員
だ
。

ようこそ

今
回
の「
動
点
観
測
所
」は
、「
AI
が
見
て

き
た
風
景
を
辿
る 

人
工
知
能
紀
行
」
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
市
民
参
加
型
の
実
験

と
し
て
開
催
す
る
。

「
動
点
観
測
所
」
は
、「
機
械
と
人
間
が

協
力
し
て
世
界
を
観
測
す
る
」
と
い
う
ス

ト
ー
リ
ー
を
添
え
た
体
験
型
の
リ
サ
ー
チ

拠
点
で
あ
り
、
展
示
会
場
と
し
て
も
機
能

す
る
。
市
民
に
は「
作
業
員
」と
い
う
フ
ィ

ク
シ
ョ
ナ
ル
な
役
割
を
設
定
し
、「
観
測

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
に
参
加
し
て
も
ら
う
。

現
代
の
生
活
で
は
、
AI
を
活
用
し
た
サ
ー

ビ
ス
を
受
動
的
に
使
う
ば
か
り
だ
が
、
こ

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
人
間
が
み
ず
か

ら
AI
と
協
働
し
、
AI
の
た
め
の
情
報
を
収

集
す
る
側
に
立
つ
点
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ

る
。作

業
員
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
ア
ウ
ト

プ
ッ
ト
さ
れ
た
街
歩
き
の
ル
ー
ト
を
チ
ー

ム
で
歩
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
発
見
や
体
感
を

得
る
。
約
三
十
分
間
の
散
策
を
経
て
ふ
た

た
び
「
動
点
観
測
所
」
に
戻
っ
て
く
る
と
、

ル
ー
ト
情
報
や
作
業
員
の
顔
写
真
な
ど
を

元
に
AI
に
よ
っ
て
生
成
さ
れ
た
日
記
風
の

「
観
測
レ
ポ
ー
ト
」
が
手
渡
さ
れ
る
。
そ
の

レ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
作
業
員
は
ス
タ
ッ
フ

か
ら
添
削
を
求
め
ら
れ
、
自
分
自
身
の
体

験
と
AI
の
予
測
の
差
を
明
ら
か
に
す
る
。

添
削
さ
れ
た
レ
ポ
ー
ト
は
展
示
室
に
一
覧

と
し
て
掲
示
さ
れ
る
。

人
間
が
実
際
に
歩
き
感
じ
た
「
人
間
の

体
験
」
と
、
AI
が
過
去
の
情
報
や
類
似
の

体
験
を
元
に
生
成
し
た
「
AI
の
予
測
」
に

は
、
ま
ず
間
違
い
な
く
ギ
ャ
ッ
プ
が
生
ま

れ
る
が
、
一
方
で
「
も
し
か
し
た
ら
こ
れ

は
自
分
の
体
験
か
も
し
れ
な
い
」
と
思
え

る
よ
う
な
驚
き
（
あ
る
種
の
不
気
味
さ
を

伴
う
）
が
生
じ
る
場
合
も
あ
る
。

「
世
界
を
リ
サ
ー
チ
す
る
拠
点
」
と
い

う
ス
ト
ー
リ
ー
の
元
で
、
人
間
と
AI
、
体

感
と
セ
ン
サ
ー
、
過
去
情
報
と
リ
ア
ル
タ

イ
ム
情
報
な
ど
、
日
常
に
潜
む
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
に
対
し
て
親
し
み
と
同
時
に
違
和
感

を
持
ち
、
思
考
を
め
ぐ
ら
す
こ
と
、
そ
の

軌
跡
そ
の
も
の
を
記
録
し
考
察
す
る
こ
と

が
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
目
的
だ
。

必
ず
し
も
実
用
的
で
は
な
い
方
法
を
通

じ
て
大
げ
さ
な
規
模
で
体
験
し
て
み
る
こ

と
で
、
先
端
技
術
と
し
て
の
曖
昧
な
イ

メ
ー
ジ
が
先
行
し
が
ち
な「
AI
」と
の
遊
び

方
・
付
き
合
い
方
を
捉
え
直
し
つ
つ
、「
日

常
」「
技
術
」「
ま
ち
」「
身
体
」な
ど
、
身
近

す
ぎ
る
が
ゆ
え
に
捉
え
づ
ら
い
概
念
を
改

め
て
知
覚
し
、
そ
の
姿
を
顕
に
し
、
考
え

直
す
き
っ
か
け
を
生
み
出
し
た
い
。

参
加
型
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
動
点
観
測
所
」

チ
ー
ム
内
の
ひ
と
り
が
ル
ー
ト
選

択
マ
シ
ン
を
使
っ
て
観
測
ル
ー
ト

を
設
定
し
、
そ
の
他
ひ
と
り
は
観
測

キ
ッ
ト
を
身
に
つ
け
る
。

動
点
観
測
所
に
戻
っ
て
く
る
と
、
AI

の
書
い
た
日
記
が
手
渡
さ
れ
る
。
こ

れ
を
実
際
の
体
験
に
基
づ
い
て
添

削
す
る
。

出
発
す
る
準
備
が
で
き
た
ら
作
業
員

登
録
の
た
め
の
写
真
撮
影
を
行
う
。おわり

これにしよう

はいチーズ ＊
実
は
こ
の
と
き
撮
っ
た
写
真
が
日
記
の
生
成
に
使
わ

れ
る
の
だ
が
、彼
ら
は
そ
れ
を
知
ら
な
い
。

5

68

機械と人間が世界を観測する!?

観
測
作
業
開
始
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

に
表
示
さ
れ
る
指
示
に
従
い
な
が

ら
、
三
十
分
ほ
ど
ま
ち
を
観
測
す
る
。

7
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②可搬式動点観測所（試作）

動点観測所はさまざまな地域を巡り、移動しながらリサーチ
する拠点。可搬式動点観測所は観測所のコンセプトをミニ
マムな形で体現した試作機（コンセプトモデル）で、動点観測
所に必要な機能がすべて搭載されている。今後は離島や山
間部のようなエリアにも、観測活動を拡げたい。

⑥添削台

街中の観測作業から戻った作業員が、観測レポート
を添削するための場所。観測ルートや作業員にま
つわる情報をもとにAIが生成した日記風の文章を
確認し、必要があれば訂正やコメントを入れる。

⑧観測地俯瞰図

CCBTを起点に生成された観測ルートと観測作業
に出ている作業員の現在地が俯瞰できる。スクリー
ン前のスイッチを押すと表示が切り替わる。

④案内窓口

作業員を案内するための窓口。作業員はここで観測作業に
ついての説明を受け、観測ルートを設定し、スマートフォン＋
カメラを備えた観測キットの貸出を受けてから渋谷の街中
に出発する。観測中は、上部のモニターに作業員視点のラ
イブ映像が流れる。

⑦観測結果一覧

AIが生成した観測レポートをもとに作業員が添削し
たレポートが並んでいる。印刷された文字はAIが
生成した文章で、赤文字は作業員が記入した添削
内容。AIが予測する日記と人間の体験は果たしてズ
レがあるのか。それともシンクロするのか。

⑤待合

観測ワークショップに参加する作業員が案内を待つ場所。
1 時間に 2 組ずつ、合計 10 組が毎日活動する。観測ワーク
ショップは事前申し込みを受け付けているが、空き枠があれ
ば当日でも参加できる。参加を希望する人は総合受付へ。

②可搬式動点観測所（試作）

①総合受付

⑤待合

⑥添削台

⑧観測地俯瞰図

⑦
観
測
結
果
一
覧

⑨
観
測
キ
ッ
ト

③
掲
示
板

④案内窓口

ヒ
ン
ト
そ
の
４　

平
面
計
画

B

D

F

A

C

E

A 動点観測所の入口横の掲示板には、動点観測所のステートメントやイベントの告知がふつうの掲示物を装って貼られている。

ヒントその５　空間設計



21 20
向かって右側の壁面は、釘を打ち込むことにより磁石で壁面に日記を張り付けられるようになっている。B 黄色いオリコンを重ねて作られた案内窓口が映える、動点観測所の内部。観測所員は交通指導員のような揃いの制服を着ている。



C

D

奥の観測地俯瞰図には、観測作業中の作業員の観測ルートと現在位置が表示されている。

お盆のスケートボードに載った動点観測所のハンドアウトと、ポテトチップスの空き箱を使ったペン入れ。

E

F

CCBTの裏側で見つけた掲示板に着想を得た、公共施設の掲示板を模した展示会概要。掲示物を貼る位置も細かく計算されている。

オリコンが入っていた段ボールを再利用して作られた、観測地俯瞰図の操作ボタン。ボタンを押すと画面が切り替わる。



スタイロフォームでできたTMPRのロゴ。

ロボットアームは人感センサーに反応し、先端に取り付けられたTMPRのロゴをくるくると振り回しながら動く。

メガホンスピーカーなど動点観測所の備品には、管理用のテプラやTMPRロゴが貼られている。

可搬式動点観測所に取り付けられたパトライト。これも人感センサーに反応して光る。
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w
ith

木
原
共
（
二
〇
二
二
年
度
Ｃ
Ｃ
Ｂ
Ｔ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
フ
ェ
ロ
ー
）

動
点
観
測
所
開
所
記
念
ト
ー
ク

AI
と
人
間
が
協
働
す
る
（
お
そ
ら
く
）
世
界
初
の
観
測
所
「
動
点
観
測
所

（3
5
.3

9
.3

6
.0

2
/1

3
9
.4

2
.5

.9
8

）」
の
オ
ー
プ
ン
を
記
念
し
て
、
二
〇
二
四
年

一
月
十
三
日
に
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
た
。
ゲ
ス
ト
は
、
Ｔ
Ｍ
Ｐ
Ｒ
と
同

じ
く
Ｃ
Ｃ
Ｂ
Ｔ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
フ
ェ
ロ
ー
と
し
て
の
活
動
も
経
験
さ
れ
た
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
・
木
原
共
さ
ん
。「
技
術
と
人
間
の
平
熱
の
共
存
」
を
目
指
す
Ｔ
Ｍ
Ｐ
Ｒ

と
、「
AI
と
人
間
の
相
互
進
化
の
探
求
」に
取
り
組
ん
だ
木
原
さ
ん
が
、
互
い
の
作
品

制
作
を
通
じ
て
語
り
合
っ
た
。
AI
と
の
共
存
／
共
創
の
先
に
見
据
え
る
未
来
と
は
。

メディアアーティスト／ゲーム開発者

新たな問いを人々から引き出す遊びをテーマに、実験的なゲーム
やインスタレーションの開発を行う。アムステルダムに拠点を置
く研究機関 Waag Futurelab や米国の Mozilla Foundationと
AIの社会的影響に焦点を当てたプロジェクトを行う。

木原 共  Tomo Kihara

木原 共

いわさわひとし

いわさわたかし

堀川淳一郎

美山 有

中田一会

島田芽生

田部井勝彦

メディアアーティスト／
ゲーム開発者

TMPRメンバー

CCBT

（
出
演
者
）
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味
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
な
と
。

た
か
し　

初
期
ア
イ
デ
ア
で
は
逆
の
順
番

な
ん
で
す
。
AI
日
記
が
先
に
出
て
、
ま
ち

を
歩
く
想
定
で
し
た
。

美
山　

制
作
過
程
で
議
論
し
て
い
く
う

ち
に
、
AI
日
記
を
先
に
提
示
す
る
フ
ロ
ー

の
場
合
、
ま
ち
あ
る
き
が「
答
え
合
わ
せ
」

に
な
っ
て
し
ま
う
危
う
さ
に
気
づ
い
た
ん

で
す
よ
ね
。 

歩
く
と
い
う
行
為
っ
て
、
本

来
は
具
体
的
な
記
憶
が
残
り
づ
ら
い
と
思

う
ん
で
す
。
そ
の
人
間
の
曖
昧
な
記
憶
と

AI
の
予
測
の
あ
い
だ
で
ど
ん
な
認
知
の
ズ

レ
が
起
こ
る
か
と
い
う
実
験
を
重
視
し
た

か
っ
た
。

た
か
し　

昨
年
秋
に
公

（
２
）

開
制
作
と
称
し

て
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
開
発
と
テ
ス
ト
プ
レ

イ
を
や
っ
て
い
た
ん
で
す
。
自
分
た
ち

で
テ
ス
ト
プ
レ
イ
を
し
て
み
て
、
先
に
ま

ち
あ
る
き
を
し
て
、
そ
の
ル
ー
ト
情
報

を
も
と
に
AI
が
生
成
し
た
架
空
の
体
験

文
章
を
試
し
に
出
力
し
た
。
そ
う
し
た

ら
、
自
分
の
体
験
と
AI
の
文
章
が
記
憶

の
中
で
混
ざ
る
よ
う
な
感
じ
が
し
ま
し

た
。
実
際
に
は
な
か
っ
た
こ
と
も
「
そ

ん
な
こ
と
あ
っ
た
か
も
？
」的
な
感
じ
で
。

そ
の
揺
す
ぶ
ら
れ
る
感
じ
が
面
白
か
っ

た
。
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
感
覚
を
体
験

の
ピ
ー
ク
に
し
た
方
が
面
白
く
な
る
だ
ろ

う
、と
。

木
原　

な
る
ほ
ど
。
僕
自
身
は
、
ど
の
情

報
を
収
集
し
て
い
る
の
か
開
示
さ
れ
な
い

状
態
で
歩
く
こ
と
が
、
体
験
と
し
て
す
ご

く
楽
し
か
っ
た
で
す
。
こ
の
行
為
は
後

の
日
記
に
ど
う
反
映
さ
れ
る
か
な
？ 

と

考
え
な
が
ら
歩
く
。
あ
る
種
の
逸
脱
を

楽
し
む
感
覚
が
あ
っ
て
。
例
え
ば
、
途
中

で
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
シ
ョ
ッ
プ
に
寄
っ
て
、

こ
の
猫
の
フ
ィ
ギ
ュ
ア
を
買
っ
て
み
た
ん

で
す
。
そ
れ
で
装
着
し
て
い
た
ビ
デ
オ
カ

メ
ラ
の
前
に
こ
の
フ
ィ
ギ
ュ
ア
を
定
期
的

に
出
し
な
が
ら
歩
い
て
み
た
ん
で
す
。
AI

日
記
に「
猫
が
い
た
」と
か
書
か
れ
る
の
か

な
っ
て
期
待
し
て
。
後
に
な
っ
て
ビ
デ
オ

カ
メ
ラ
の
情
報
は
日
記
生
成
に
使
っ
て
い

な
い
こ
と
を
知
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
そ
れ

で
も
、
そ
の
試
行
錯
誤
と
か
期
待
そ
の
も

の
が
楽
し
か
っ
た
ん
で
す
。
そ
の
体
験
設

計
は
さ
す
が
だ
な
、と
。

中
田　

体
験
さ
れ
た
方
の
多
く
が
そ
の
期

待
を
さ
れ
な
が
ら
歩
い
て
い
る
よ
う
で

す
。
た
だ
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
、
今
回
は

動
画
や
音
声
は
デ
ー
タ
と
し
て
取
得
で
き

た
も
の
の
、
あ
え
て
AI
に
は
読
み
込
ま
せ

て
い
な
い
ん
で
す
。

た
か
し　

も
ち
ろ
ん
デ
ー
タ
量
な
ど
の
技

術
的
予
算
的
な
制
約
も
あ
る
ん
で
す
が
、

読
み
込
ま
せ
て
い
な
い
意
図
と
し
て
は
、

画
像
や
動
画
な
ど
の
情
報
を
無
理
や
り

文
章
に
し
て
も
、
議
事
録
っ
ぽ
く
な
っ
て

し
ま
う
か
ら
な
ん
で
す
。
例
え
ば
、
ま
ち

の
写
真
と
か
地
図
画
像
を
読
み
込
ま
せ
る

と
、
AI
は
解
析
し
や
す
い
も
の
か
ら
処
理

し
よ
う
と
す
る
。
画
像
内
に
あ
る
看
板
や

地
名
な
ど
の
文
字
を
認
識
し
て
、
そ
こ
か

ら
派
生
す
る
情
報
を
無
理
や
り
文
章
に
し

島
田　

ま
ず
は
木
原
さ
ん
に
「
動
点
観
測

所
」
プ
レ
体
験
会
で
の
感
想
を
伺
い
た
い

で
す
。

木
原　

す
ご
く
楽
し
か
っ
た
で
す
。
僕

た
ち
の
Ｃ
Ｃ
Ｂ
Ｔ
展（

１
）

示
は
、
直
前
も
会
期

中
も
本
当
に
大
変
だ
っ
た
記
憶
が
あ
っ

て
。
だ
か
ら
テ
ス
ト
プ
レ
イ
の
段
階
で
あ

ん
な
に
き
れ
い
に
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
が
一

回
も
バ
グ
ら
ず
に
最
後
ま
で
行
け
た
の
は

す
ご
い
な
っ
て
思
っ
て
。
作
品
で
や
ろ
う

と
し
て
る
こ
と
は
僕
た
ち
と
似
て
る
と
感

じ
つ
つ
も
、ア
プ
ロ
ー
チ
に
違
い
も
あ
る
。

だ
か
ら
い
ろ
い
ろ
と
聞
き
た
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

島
田　

具
体
的
に
は
ど
ん
な
こ
と
で
し
ょ

う
？

木
原　

ま
ず
、
今
の
形
に
至
る
ま
で
ど
う

い
う
バ
ー
ジ
ョ
ン
を
経
た
の
か
が
非
常
に

気
に
な
り
ま
す
。
特
に
「
ま
ち
あ
る
き
を

体
験
し
た
後
に
AI
日
記
を
渡
さ
れ
て
添
削

す
る
」
と
い
う
フ
ロ
ー
が
す
ご
く
素
敵
だ

な
と
感
じ
ま
し
た
。
お
そ
ら
く
、
日
記
を

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
表
示
す
る
み
た
い
な
表

現
も
あ
り
え
た
と
思
う
ん
で
す
け
ど
。
あ

え
て
そ
れ
を
や
ら
な
い
こ
と
に
重
要
な
意

人
間
の
記
憶
を
揺
さ
ぶ
る

体
験
設
計

AI
日
記
に
ぞ
わ
っ
と
す
る

理
由

て
い
っ
て
、
結
果
的
に
日
記
じ
ゃ
な
く
て

画
像
の
説
明
に
な
っ
ち
ゃ
う
ん
で
す
。
そ

れ
も
あ
っ
て
、
日
記
ら
し
い
テ
キ
ス
ト
っ

て
な
ん
だ
ろ
う
と
い
う
の
も
議
論
し
て
き

た
こ
と
の
ひ
と
つ
で
し
た
。

木
原　

あ
れ
は
、
日
記
な
ん
で
す
か
ね
？ 

結
構
、
恐
ろ
し
さ
も
感
じ
た
ん
で
す
よ

ね
。
日
記
を
読
ま
れ
た
方
と
か
わ
か
る
と

思
う
ん
で
す
け
ど
、
体
験
し
た
チ
ー
ム
に

つ
い
て
「
Ａ
さ
ん
と
Ｂ
さ
ん
は
昔
か
ら
一

緒
に
働
い
て
い
る
親
友
で
あ
る
」
み
た
い

な
こ
と
が
書
い
て
あ
っ
て
。
あ
な
が
ち
間

違
っ
て
も
な
い
関
係
だ
っ
た
ん
で
す
が
、

そ
う
い
う
記
述
に
結
構
ぞ
わ
っ
と
し
ま
し

た
。
日
記
な
の
か
な
。
誰
か
の
エ
ッ
セ
イ

の
よ
う
で
も
あ
っ
て
。

中
田　

ち
ょ
っ
と
エ
ッ
セ
イ
っ
ぽ
い
ん
で

す
よ
ね
。

島
田　

他
の
体
験
さ
れ
た

方
に
も
感
想
を
伺
っ
て
み

た
い
で
す
ね
。
AI
日
記
を

読
ん
で
ど
う
感
じ
ま
し
た

か
？

会
場
参
加
者
Ａ　

私
の
場

合
、
指
示
ど
お
り
歩
い
た

コ
ー
ス
に
、
普
段
か
ら
め

ち
ゃ
く
ち
ゃ
よ
く
行
く
お

店
が
あ
っ
た
ん
で
す
。
だ

か
ら
「
こ
こ
に
絶
対
入
り
ま
し
ょ
う
」
っ

て
言
っ
て
立
ち
寄
っ
て
。

島
田　

確
か
に
チ
ー
ム
の
方
と
と
て
も
仲

良
く
な
っ
て
戻
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
ね
。
そ
う
で
し
た
か
。

会
場
参
加
者
Ａ　

そ
れ
で
ド
リ
ン
ク
を
テ

イ
ク
ア
ウ
ト
し
て
、
飲
み
な
が
ら
帰
っ
て

き
た
ん
で
す
。
そ
う
し
た
ら
AI
日
記
の

三
段
落
目
く
ら
い
に
、
そ
の
お
店
で
ど
う

の
こ
う
の
っ
て
書
い
て
あ
っ
て
ぞ
わ
っ

と
し
ま
し
た
。「
聞
か
れ
て
た
ん
じ
ゃ
な

い
！
？
」と
。

木
原　

ぞ
わ
っ
て
い
う
の
は
、
恐
怖
で
す

か
、す
ご
い
み
た
い
な
感
情
で
す
か
。

会
場
参
加
者
Ａ　

ど
っ
ち
も
あ
る
と
思
い

ま
す
。

田
部
井　

占
い
師
が
、
当
た
り
障
り
な
い

け
ど
誰
に
で
も
共
通
し
そ
う
な
話
し
を

挟
む
と
い
う
テ
ク
ニ
ッ
ク
が

あ
る
…
…
な
ん
て
話
を
思
い

出
し
ま
す
ね
。「
あ
な
た
、
最

近
、親
族
に
不
幸
が
あ
っ
た
ん

じ
ゃ
な
い
の
」み
た
い
な
。
あ

れ
を
AI
が
生
成
し
た
日
記
で

し
て
る
感
じ
で
す
か
ね
。

た
か
し　

占
い
師
っ
ぽ
さ
は

あ
り
ま
す
ね
。

美
山　

正
直
に
い
う
と
、実
際

の
出
来
事
と
AI
日
記

の
内
容
が
重
な
っ
て

い
る
の
は
偶
然
で
す
。

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、

そ
う
い
う
さ
も
あ
り

そ
う
な
文
章
を
読
ん

だ
と
き
、記
憶
の
中
か

ら
「
あ
っ
て
い
る
か

も
」と
い
う
部
分
を
拾

い
た
く
な
る
の
が
人

間
の
心
理
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

た
か
し　

そ
う
そ
う
。
だ
か
ら
や
っ
ぱ
り

占
い
師
的
な
や
り
方
の
表
裏
で
す
よ
ね
。

人
間
の
認
知
的
欲
求
に
は
き
っ
と
、
情
報

や
記
憶
を
つ
な
げ
た
く
な
る
部
分
が
あ
っ

て
。「
あ
な
た
が
歩
い
た
体
験
に
接
続
し

て
ま
す
よ
」
と
渡
さ
れ
た
AI
日
記
を
前
に

す
る
と
、
ま
っ
さ
ら
な
気
持
ち
が
読
め
な

く
な
る
と
い
う
。

会
場
参
加
者
Ａ　

そ
う
い
え
ば
一
緒
に
歩

い
た
の
は
初
対
面
の
人
だ
っ
た
ん
で
す

が
、
AI
日
記
に
は「
旧
来
の
友
」み
た
い
に

書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
体
験
前
に
撮
影

し
た
写
真
で
、
一
緒
に
に
っ
こ
り
笑
っ
た

の
で
、仲
の
良
い
友
人
だ
と
思
わ

れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
あ
と「
グ

ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
と
文
化

人
類
学
に
つ
い
て
お
互
い
興
味

が
あ
る
旧
友
」み
た
い
な
こ
と
書

か
れ
て
い
ま
し
た
。
私
は
デ
ザ

イ
ナ
ー
的
な
お
し
ゃ
れ
顔
な
の

か
？
と
か
。
妙
に
う
れ
し
か
っ

た
こ
と
も
今
思
い
出
し
ま
し
た
。

中
田　

そ
う
い
う
誤
解
を
喜
ぶ

人
、
他
に
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
全

然
違
う
職
業
の
方
が
「
ミ
ニ
マ
リ
ス
ト
風

の
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
」
っ
て
書
か
れ

て
、「
な
ん
か
う
れ
し
か
っ
た
の
で
添
削

の
と
き
に
赤
入
れ
な
か
っ
た
で
す
」
っ
て

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
て
。
他
の
方
は
い
か
が

で
し
た
か
？

会
場
参
加
者
Ｂ　

私
た
ち
の
場
合
は
、
AI

日
記
の
内
容
は
、
何
も
当
た
っ
て
な
い
印

象
で
、
逆
パ
タ
ー
ン
で
し
た
。
上
か
ら
下

ま
で
、
何
も
か
す
っ
て
な
い
。
歩
き
な
が

ら
結
構
盛
り
上
が
っ
た
話
は
全
然
書
か
れ

て
い
な
く
て
。
だ
か
ら
ぞ
わ
っ
と
感
じ
る

部
分
は
な
か
っ
た
ん
で
す
が
、 

な
ん
か
AI

の
ポ
ン
コ
ツ
さ
が
割
と
可
愛
い
っ
て
い
う

か
、ウ
ケ
る
な
ぁ
と
感
じ
ま
し
た
。

中
田　

そ
の
感
想
も
う
れ
し
い
で
す
。
生

成
AI
に
過
剰
な
期
待
や
恐
怖
を
抱
か
せ
る

AI
と
付
き
合
う
練
習

が
し
た
い
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中
田　

そ
う
で
す
ね
。

た
か
し　

だ
か
ら
こ
れ
か
ら
も
当
然
の

よ
う
に
双
方
が
存
在
し
て
い
く
な
か
で
、

人
間
は
ど
う
い
う
振
る
舞
い
を
す
る
か

と
い
う
練
習
を
し
た
い
。
み
ん
な
で
練

習
し
て
み
る
と
、
AI
の
ポ
ン
コ
ツ
さ
が

可
愛
い
と
感
じ
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、 

確

か
に
す
ご
い
か
も
ね
っ
て
思
う
と
き

も
あ
れ
ば
、
占
い
師
っ
ぽ
い
ア
プ
ロ
ー

チ
だ
よ
ね
っ
て
い
う
よ
う
な
話
が
出
て

く
る
こ
と
も
あ
る
。
い
ろ
ん
な
感
想
が

出
て
く
れ
ば
い
い
。
今
っ
て
バ
ズ
ワ
ー

ド
が
好
き
な
人
た
ち
が
、「
AI
全
知
全

能
で
す
よ
」と
盛
り
上
が
っ
て
い
る
段
階
。

で
も
そ
こ
じ
ゃ
な
い
と
こ
ろ
に
面
白
さ
が

あ
る
は
ず
、と
、思
っ
て
い
ま
す
。

木
原　

僕
自
身
は
オ
ラ
ン
ダ
で
の
活
動
経

験
か
ら
、
AI
を
は
じ
め
と
し
た
監
視
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
を
非
常
に
危
険
だ
と
受
け
取
っ

て
規
制
し
よ
う
と
い
う
欧
州
の
感
覚
と
、

日
本
の
感
覚
に
は
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
な

と
日
頃
感
じ
て
い
ま
す
。
日
本
の
場
合
、

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
過
度
に
怖
が
る
わ
け
で

も
な
け
れ
ば
、
便
利
な
も
の
だ
と
使
い
こ

な
し
ま
く
る
わ
け
で
も
な
い
。
そ
の
中
間

み
た
い
な
と
こ
ろ
を
目
指
し
て
い
け
る
の

が
、
あ
る
種
の
良
さ
な
の
か
な
と
も
思
っ

て
い
て
。
そ
う
い
う
こ
と
を
市
民
と
一
緒

に
考
え
る
と
い
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も

や
っ
て
い
ま
す
。
今
ま
さ
に
進
行
中
な
の

は
、
あ
り
え
る
か
も
し
れ
な
い
未
来
の
世

界
か
ら
き
た
看
板
や
標
識
を
Ａ
Ｒ
上
で
設

置
す
る
《F （

３
）

uture Collider

》
と
い
う
作

品
で
す
。
近
い
将
来
に
存
在
す
る
か
も
し

れ
な
い
架
空
の
看
板
や
標
識
を
も
と
に
、

そ
れ
が
存
在
す
る
社
会
を
考
え
て
み
よ

う
っ
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ん
で
す
ね
。
例

え
ば
「
バ
イ
オ
肉
ラ
ン
チ 

９
９
０
円
」
と

い
う
看
板
が
あ
る
景
色
か
ら
、
未
来
の
食

生
活
に
つ
い
て
想
像
し
て
み
る
と
い
っ
た

感
じ
で
す
。

中
田　

な
る
ほ
ど
。
お
も
し
ろ
い
で
す

ね
。

木
原　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
し
て

い
る
群
馬
県
前
橋
市
っ
て
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

活
用
が
な
か
な
か
ユ
ニ
ー
ク
な
ん
で
す
。

自
動
運
転
バ
ス
に
顔
認
証
で
乗
れ
る
実
証

実
験
と
か
、
商
店
街
で
の
十
万
円
以
下
の

決
済
な
ら
顔
認
証
で
店
舗
決
済
が
で
き
る

よ
う
に
す
る
構
想
と
か
。
僕
と
し
て
は
市

民
の
人
た
ち
が
そ
う
い
っ
た
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
を
ど
う
受
け
止
め
て
い
る
の
か
に
関

心
が
あ
っ
て
。
例
え
ば
Ｔ
Ｍ
Ｐ
Ｒ
の
み
な

さ
ん
、
こ
れ
は
ど
う
思
い
ま
す
か
？ 

上
が

通
学
路
の
サ
イ
ン
で
、
下
に「
顔
認
識
中
」

と
書
い
て
あ
る
標
識
で
す
。
下
の
方
は
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
つ
く
っ
た
架
空
の
も
の
で

す
。

美
山　

嫌
で
す
。
と
り
あ
え
ず
嫌
な
感

じ
。

ひ
と
し　

タ
ー
ゲ
ッ
ト
マ
ー
ク
が
つ
い
て

れ
ば
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
。「
こ
ど
も
を
見

よ
う
な
ニ
ュ
ー
ス
を
よ
く
見
か
け
る
も

の
の
、 

実
際
は
人
間
の
活
動
と
か
過
去
の

デ
ー
タ
を
も
と
に
生
成
し
て
い
る
。
今
回

で
い
う
と
、
ほ
ん
の
五
分
前
に
ま
ち
を
歩

い
た
人
間
の
ほ
う
が
、
ま
ち
の
最
新
情
報

や
解
像
度
の
高
い
体
感
を
持
っ
て
い
ま

す
。
だ
か
ら
、
AI
日
記
と
自
分
の
体
験
を

比
べ
た
と
き
に
は
ポ
ン
コ
ツ
感
を
抱
い
て

当
然
で
す
よ
ね
。
コ
ン
セ
プ
ト
文
の
中
に

「
技
術
と
人
間
の
平
熱
の
共
存
」と
添
え
た

意
図
も
そ
こ
に
あ
り
ま
す
。
た
だ
Ｔ
Ｍ
Ｐ

Ｒ
内
で
も
、意
見
は
そ
れ
ぞ
れ
違
う
か
も
。

人
間
の
体
感
と
AI
予
測
の
ズ
レ
の
部
分

は
、
技
術
的
な
や
り
よ
う
に
よ
っ
て
い
ま

す
ぐ
追
い
つ
け
る
こ
と
も
あ
る
と
思
う
ん

で
す
け
ど
。

た
か
し　

追
い
つ
い
た
と
こ
ろ
で
っ
て
話

じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
僕
た
ち
と
し
て
は

三
十
分
ま
ち
を
歩
い
て
正
確
な
日
記
が
生

成
さ
れ
る
こ
と
が
ゴ
ー
ル
で
は
な
い
か

ら
。
AI
は
も
う
世
界
に
存
在
し
て
い
る

し
、
こ
れ
か
ら
も
っ
と
も
っ
と
チ
ュ
ー
ニ

ン
グ
さ
れ
て
く
し
、
自
分
た
ち
の
情
報
も

ど
ん
ど
ん
与
え
て
い
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ

う
け
ど
、
人
間
が
記
憶
し
た
り
記
録
し
た

り
っ
て
い
う
行
為
は
、 

そ
の
ま
ま
並
列
で

残
る
は
ず
。
AI
が
い
る
か
ら
っ
て
人
間
に

よ
る
人
間
の
記
録
は
な
く
な
ら
な
い
。

も
し
も
「
顔
認
識
中
」

サ
イ
ン
が
あ
っ
た
ら

photo : shinya kigure

て
ま
す
」み
た
い
な
。

中
田　

あ
る
い
は
こ
ど
も
に
何
か
す
る
か

も
し
れ
な
い
人
を
見
て
い
る
の
か
。

堀
川　

ど
ち
ら
に
し
ろ
嫌
で
す
ね
。
自
分

は
。
そ
の
デ
ー
タ
を
何
に
使
わ
れ
る
か
わ

か
ら
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

木
原　

そ
れ
は
そ
う
。
エ
ン
ジ
ニ
ア
的
な

感
覚
は
そ
う
で
す
よ
ね
。

田
部
井　

自
分
は
防
犯
目
的
の
サ
イ
ン
な

の
か
な
と
感
じ
ま
し
た
。

木
原　

そ
う
な
ん
で
す
よ
。
基
本
的
に
は

通
学
路
に
だ
け
あ
る
み
た
い
な
想
定
で
、

お
子
さ
ん
の
行
き
来
を
見
守
り
す
る
文
脈

で
す
。

田
部
井　

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
で
も
あ
る
議

論
で
す
が
、「
何
か
あ
っ
た
ら
ど
う
す
る

ん
だ
」に
は
反
論
が
し
に
く
い
か
ら
、こ
う

い
う
装
置
っ
て
置
く
こ
と
に
な
っ
ち
ゃ
う

ん
で
す
が
…
…
嫌
な
気
持
に
は
な
り
ま
す

ね
。
な
ん
と
な
く
。

た
か
し　

自
分
は
「
通
学
路　

顔
認
識

中
」
っ
て
文
字
を
見
て
、「
顔
認
識
中
学

校
」
っ
て
学
校
の
略
称
だ
っ
た
ら
面
白

い
な
と
か
妄
想
が
広
が
っ
て
い
た
の
で

す
が
、
そ
う
い
う
こ
と
で
は
な
い
で
す
ね

…
…
こ
ど
も
の
見
守
り
な
の
か
監
視
な
の

か
っ
て
こ
と
も
、
何
を
も
っ
て
犯
罪
者
と

す
る
か
っ
て
こ
と
も
、
本
来
は
グ
ラ
デ
ー

シ
ョ
ン
が
あ
る
こ
と
な
の
に
、
バ
キ
ッ
と

分
断
し
て
し
ま
い
そ
う
な
感
じ
が
す
ご
く

嫌
で
す
ね
。

木
原　

な
る
ほ
ど
、
な
る
ほ
ど
。
ア
ー
ツ

前
橋
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
も
の
す

ご
く
意
見
が
分
か
れ
ま
し
た
。
お
子
さ
ん

が
い
る
方
は「
あ
っ
て
も
大
丈
夫
」み
た
い

な
感
じ
。
も
う
ち
ょ
っ
と
若
い
学
生
さ
ん

は
「
絶
対
に
嫌
だ
」
と
。
そ
れ
で
今
度
は

「
顔
認
識
中
」
の
サ
イ
ン
が
あ
っ
た
ら
嫌

な
場
所
に
Ａ
Ｒ
を
配
置
し
て
く
だ
さ
い
と

い
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
や
っ
た
ん
で

す
。
そ
の
中
で
、
ゴ
ミ
捨
て
場
に
顔
認
識

中
の
看
板
が
設
置
さ
れ
た
パ
タ
ー
ン
が
出

て
き
て
。
そ
れ
は
通
学
路
よ
り
も
嫌
だ
と

い
う
意
見
が
多
く
出
ま
し
た
。
こ
う
い
う

技
術
活
用
の
感
覚
っ
て
人
に
よ
っ
て
非
常

に
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
ん
で
す
。
だ
か
ら
僕

自
身
は
、
と
あ
る
技
術
の
可
能
性
に
つ
い

て
、
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
で
遊
び
な
が
ら
模
索

で
き
る
と
い
い
な
と
考
え
て
い
ま
す
。

た
か
し　

こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
で
き

る
ぐ
ら
い
顔
認
識
技
術
が
生
活
に
馴
染
ん

で
い
る
こ
と
も
興
味
深
い
で
す
よ
ね
。
シ

ン
プ
ル
な
ア
イ
コ
ン

で
も
意
味
が
伝
わ
る

し
、
そ
の
技
術
の
存

在
は
理
解
さ
れ
て
い

る
。
じ
ゃ
あ
ど
こ
で

認
識
さ
れ
る
と
嫌
な

の
か
と
い
う
議
論
も

で
き
る
。

木
原　

ま
さ
に
そ
う

で
す
。
こ
れ
を
つ

く
っ
た
と
き
、
む
し

ろ
「
顔
認
識
中
」
と
表
示
さ
れ
て
い
る
状

態
の
方
が
信
頼
で
き
る
な
っ
て
感
じ
た

ん
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
顔
認
識
シ
ス
テ
ム

は
今
す
で
に
世
界
中
に
存
在
し
て
い
る

か
ら
で
す
。
渋
谷
で
AI
カ
メ
ラ
が
百
台

設
置
さ
れ
、
個
人
を
ほ
ぼ
特
定
で
き
る
形

で
24
時
間
追
跡
し
て
い
る
ベ
ン
チ
ャ
ー

の
取
り
組
み
が
ネ
ッ
ト
で
炎
上
し
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
、あ
れ
は
か
な
り
怖
い
。

僕
自
身
も
す
ご
く
嫌
な
ん
で
す
。
そ
う

や
っ
て
何
も
言
わ
ず
に
監
視
さ
れ
て
い
る

ぐ
ら
い
だ
っ
た
ら
、「
顔
認
識
し
て
い
る

よ
」
と
言
っ
て
く
れ
た
方
が
ま
だ
誠
実
だ

な
、と
。
だ
と
し
た
ら
そ
の
逆
の「
こ
こ
で

は
顔
認
識
し
て
ま
せ
ん
」
み
た
い
な
サ
イ

ン
の
可
能
性
も
あ
り
ま
す
し
。

堀
川　
「
顔
認
識
中
」の
場
合
は
、
誰
が
認

識
し
て
る
の
か
も
表
示
し
て
ほ

し
い
で
す
ね
。
デ
ー
タ
を
誰
が

使
っ
て
い
る
の
か
。

美
山　

な
る
ほ
ど
、
そ
こ
で
す

ね
。
ゴ
ミ
捨
て
場
で
顔
認
識
さ

れ
て
い
る
の
が
嫌
な
の
っ
て
、

監
視
し
て
る
相
手
の
顔
が
思
い

浮
か
び
や
す
い
か
ら
か
も
。
誰

も
管
理
し
て
な
さ
そ
う
な
と
こ

ろ
に
置
か
れ
て
た
ら
、
管
理
者

の
顔
が
思
い
浮
か
ば
な
い
か

ら
、 「
実
際
は
見
て
な
い
か
も
」
み
た
い
な

気
持
ち
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

堀
川　

う
ー
ん
、自
分
は
、こ
の
サ
イ
ン
を

見
た
ら
ま
ず
オ
ー
ソ
リ
テ
ィ
（
権
力
側
）

が
や
っ
て
ん
だ
ろ
う
な
っ
て
思
う
か
ら
嫌

な
ん
で
す
。

木
原　

そ
う
で
す
よ
ね
。
こ
れ
が
さ
き
ほ

ど
の
話
題
に
も
繋
が
る
ん
で
す
け
ど
、「
動

点
観
測
所
」
の
体
験
に
ま
ち
な
か
の
顔
認

識
ほ
ど
の
怖
さ
が
な
か
っ
た
の
は
こ
の
点

な
ん
だ
と
思
う
ん
で
す
。
誰
が
や
っ
て
い

る
か
が
わ
か
っ
て
い
る
。
Ｔ
Ｍ
Ｐ
Ｒ
と
い

う
五
人
の
ク
リ
エ
イ
タ
ー
チ
ー
ム
の
企
画

な
ら
、ま
ぁ
何
し
て
も
、さ
れ
て
も
大
丈
夫

か
な
と
い
う
感
覚
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

一
方
で
、
謎
の
企
業
が
渋
谷
の
街
に
百
台

の
AI
カ
メ
ラ
を
設
置
し
て
い
ま
す
と
い
う

誰
が
監
視
し
て
い
る
の
か

が
大
事
？
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木
原　

も
う
一
つ
、
自
分
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
《
明

（
４
）

日
た
ち
の
日
記
》
と
い
う
も

の
が
あ
り
ま
す
。「
動
点
観
測
所
」
と
同

じ
く
AI
が
日
記
を
生
成
す
る
試
み
で

す
。
自
分
の
人
生
の
こ
の
先
を
AI
に
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
生
成
さ
せ
た
ら
、
よ
り

幸
せ
に
な
れ
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
と

こ
ろ
に
ア
イ
デ
ア
が
あ
っ
て
。
過
去
五

年
分
の
予
定
を
記
入
し
た
カ
レ
ン
ダ
ー

デ
ー
タ
と
、
自
分
自
身
の
日
記
の
デ
ー

タ
を
読
み
込
ま
せ
て
、
僕
の
こ
の
先
五

年
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
AI
に
書
か
せ
る

と
い
う
企
画
で
し
た
。
分
岐
点
が
あ
っ

て
、選
択
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば「
拠
点
を
東
京
に
す
る
か
、ロ
ン
ド

ン
に
す
る
か
」
と
か
。
そ
の
選
択
肢
を
選

ん
だ
場
合
の
未
来
が
描
か
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
ん
で
す
が
、
僕
が
ロ
ン
ド
ン

を
選
ぶ
と
、
精
神
科
の
予
約
や
セ
ラ
ピ
ー

の
予
定
が
た
く
さ
ん
入
っ
て
き
て
、
具
合

悪
そ
う
な
感
じ
に
な
る
ん
で
す
。

中
田　

ど
う
い
う
理
由
で
そ
う
な
っ
て
い

る
ん
で
す
か
？

木
原　

僕
自
身
が
ロ
ン
ド
ン
に
住
ん
で
い

た
と
き
、
心
情
的
に
辛
い
こ
と
が
あ
っ
た

と
い
う
日
記
デ
ー
タ
が
反
映
さ
れ
て
い
る

よ
う
で
す
。

中
田　

つ
ま
り
、
こ
の
ま
ま
ロ
ン
ド
ン
に

住
み
続
け
る
と
木
原
さ
ん
の
具
合
が
悪
く

な
る
か
ら
、
精
神
科
に
か
か
っ
た
り
セ
ラ

ピ
ー
に
行
か
な
き
ゃ
っ
て
AI
が
判
断
し
た

わ
け
で
す
ね
。

木
原　

そ
う
。
し
か
も
、
圧
倒
的
に
客
観

的
な
記
述
で
あ
る
点
も
な
ん
だ
か
怖
い
ん

で
す
。
実
際
は
ロ
ン
ド
ン
に
住
み
続
け
て

い
て
も
そ
う
は
な
ら
な
い
と
思
う
ん
で
す

が
…
…
一
方
で
、な
ん
か
、完
全
に
否
定
し

き
れ
な
い
な
と
戸
惑
っ
て
い
る
自
分
も
い

て
。
な
ん
な
ん
で
し
ょ
う
ね
、
こ
の
感
覚

は
。
生
成
さ
れ
た
日
記
に
対
し
て
抱
く
感

覚
に
つ
い
て
も
こ
れ
か
ら
掘
り
下
げ
て
い

く
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
が
。

た
か
し　

興
味
深
い
で
す
。「
動
点
観
測

所
」
で
AI
日
記
を
渡
す
順
番
を
悩
ん
だ
理

由
に
も
重
な
り
ま
す
ね
。
ま
ち
あ
る
き
を

す
る
よ
り
先
に
ル
ー
ト
と
日
記
が
提
示
さ

れ
て
し
ま
う
と
、
そ
れ
を
な
ぞ
る
べ
き
か

ど
う
か
っ
て
い
う
選
択
肢
が
現
れ
る
じ
ゃ

な
い
で
す
か
。
普
通
に「
た
だ
歩
く
」が
難

し
く
な
る
。
人
間
っ
て
実
は
、
普
通
に
生

き
て
る
中
で
も
た
く
さ
ん
の
情
報
処
理
し

て
い
る
は
ず
な
の
に
、
テ
キ
ス
ト
化
さ
れ

て
し
ま
う
と
急
に
意
識
的
に
な
っ
て
し
ま

う
。
そ
こ
に
戸
惑
う
感
じ
。

木
原　

そ
う
。《
明
日
た
ち
の
日
記
》で
書

か
れ
た
未
来
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
も
、
た
ま

に
僕
の
本
当
の
予
定
と
重
な
っ
て
い
る
こ

と
が
あ
る
ん
で
す
よ
。
来
月
ど
こ
ど
こ
で

作
品
制
作
を
し
て
、
現
代
美
術
館
に
行
く

予
定
が
AI
日
記
に
入
っ
て
い
て
、「
あ
ー

合
っ
て
る
！
」み
た
い
な
。
す
る
と
、人
生

も
そ
っ
ち
の
ル
ー
ト
に
行
っ
て
し
ま
う
怖

さ
が
あ
っ
た
り
し
て
。
現
実
と
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
の
間
に
あ
る
落
差
も
面
白
い

な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

島
田　

最
後
に
AI
と
付
き
合
っ
て
い
く
上

で
の
ヒ
ン
ト
を
伺
っ
て
も
い
い
で
し
ょ
う

か
。
何
が
鍵
に
な
る
と
思
い
ま
す
か
？ 

一
つ
共
通
点
と
し
て「
遊
び
ご
こ
ろ
」の
よ

う
な
も
の
も
あ
る
気
が
し
ま
す
が
。

た
か
し　

付
き
合
い
方
、
コ
ロ
コ
ロ
変

わ
っ
て
ま
す
ね
。
AI
が
生
成
す
る
も
の
で

楽
し
む
の
は
別
に
い
い
じ
ゃ
な
い
と
思
う

も
の
の
、
自
分
で
考
え
な
く
な
る
こ
と
へ

の
心
配
は
多
少
あ
り
ま
す
ね
。
だ
け
ど
、

今
回
の
よ
う
に「
肉
体
が
移
動
す
る
」と
い

う
人
間
側
の
能
動
的
行
為
が
入
る
こ
と

の
は
、す
ご
く
気
持
ち
が
悪
い
。

田
部
井　

フ
ェ
ア
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
よ

ね
。
一
方
的
に
見
ら
れ
っ
ぱ
な
し
で
。「
私

が
見
て
ま
す
」
み
た
い
な
の
が
カ
メ
ラ
の

横
に
あ
れ
ば
ま
だ
い
い
け
ど
。
サ
イ
レ
ン

ト
に
見
ら
れ
て
い
る
の
は
気
持
ち
悪
い
で

す
ね
。

た
か
し　

木
原
さ
ん
は
Ｔ
Ｍ
Ｐ
Ｒ
だ
か
ら

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
く
れ
ま
し
た
が
、「
動

点
観
測
所
」で
言
う
と
、体
験
者
と
し
て
は

誰
か
具
体
的
な
人
物
が
デ
ー
タ
活
用
し

て
い
る
の
で
は
な
く
、
AI
が
も
の
す
ご
く

機
械
的
に
処
理
し
て
い
る
と
感
じ
て
い
る

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
生
成
さ
れ
た
日
記

が
、
ど
こ
か
神
の
視
点
み
た
い
な
描
か
れ

方
に
な
っ
て
い
る
し
。
今
ま
で
の
議
論
だ

と
、
誰
が
監
視
や
判
断
を
し
て
い
る
の
か

が
大
事
だ
と
い
う
流
れ
で
し
た
が
、
そ
も

そ
も
そ
の「
誰
」が
人
間
じ
ゃ
な
い
可
能
性

も
あ
り
そ
う
で
す
ね
。

木
原　

そ
う
で
す
ね
。
一
方
で
客
観
的
に

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え

る
か
ら
、
あ
た
か
も
人
間
で
は
な
い
公
平

な
存
在
を
想
像
し
ち
ゃ
う
ん
だ
け
ど
、
本

当
は
学
習
デ
ー
タ
の
バ
イ
ア
ス
な
ど
が
あ

る
し
、
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
。
客
観
性
の

誤
認
と
も
い
え
る
感
覚
が
人
間
側
に
は
あ

り
そ
う
で
す
ね
。

AI
と
、
ど
う
付
き
合
っ
て

い
く
？

AI
日
記
が
逸
脱
の
選
択
肢

を
生
む

で
、
そ
の
心
配
は
薄
れ
る
気
が
し
て
。
ひ

と
ま
ず
AI
の
進
化
に
恐
怖
を
持
た
な
く
て

い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
は
思
い
ま
す
。

そ
も
そ
も
AI
を
「
人
工
知
能
」
と
呼
ぶ
か
、

と
い
う
こ
と
自
体
も
ち
ょ
っ
と
悩
む
と
こ

ろ
な
ん
で
す
け
ど
、
知
能
が
あ
る
よ
う
に

見
え
る
も
の
と
の
付
き
合
い
方
と
し
て

は
、
我
々
は
肉
体
が
あ
る
う
ち
は
大
丈
夫

か
な
、と
。

美
山　

私
は
普
段
か
ら
手
を
動
か
し
て

考
え
る
方
な
ん
で
す
。 

頭
で
考
え
て
い

る
の
か
、
手
で
考
え
て
い
る
か
わ
か
ら
な

い
っ
て
い
う
タ
イ
ミ
ン
グ
が
あ
っ
た
り
し

て
。
だ
か
ら
、
人
間
に
身
体
が
あ
っ
て
、

例
え
ば
職
人
技
み
た
い
に
身
体
の
感
覚
で

つ
く
る
も
の
が
あ
る
限
り
、
AI
が
で
き
る

こ
と
と
は
違
う
領
域
が
必
ず
残
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
AI
っ
て
目
と
脳
し
か
な
い
よ

う
な
気
が
し
て
る
ん
で
す
よ
。
画
像
生

成
と
か
テ
キ
ス
ト
生
成
と
か
上
手
な
ん
で

す
け
ど
、「
身
体
が
な
い
」感
じ
が
ず
っ
と

あ
っ
て
。
AI
に
生
き
て
る
身
体
み
た
い
な

の
が
く
っ
つ
い
た
ら
ち
ょ
っ
と
怖
い
で
す

け
ど
、そ
れ
が
な
い
限
り
は
、人
間
が
勝
つ

隙
間
っ
て
い
う
の
は
い
っ
ぱ
い
あ
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
、
だ
か
ら
怖
く
は
な
い
な

と
思
っ
て
い
ま
す
。

ひ
と
し　

僕
も
美
山
さ
ん
と
近
い
で
す

ね
。
物
を
見
る
と
き

に
、人
間
は
動
き
な
が

ら
い
ろ
い
ろ
物
を
見

た
り
で
き
る
け
ど
、 

AI
は
全
部
の
も
の
を

見
た
状
態
の
デ
ー
タ

か
ら
そ
の
も
の
を
見

る
み
た
い
な
感
じ
で

す
よ
ね
。
そ
こ
は
人

間
と
は
違
う
も
の
だ

な
と
は
思
う
し
、だ
か

ら
こ
そ
何
か
を
つ
く

る
と
い
う
点
に
お
い

て
も
違
う
こ
と
に
な
り
そ
う
だ
な
、と
。

中
田　

AI
に
限
ら
ず
、
未
知
の
も
の
や
一

見
む
ず
か
し
い
も
の
と
付
き
合
う
と
き

は
遊
び
が
重
要
だ
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ユ
ー
モ
ア
や
余
裕
、
知
的
好
奇
心
を
も
っ

て
、
物
事
に
向
き
合
う
と
い
う
か
。
た
か

し
さ
ん
は「
遊
び
じ
ゃ
な
く
て
悪
戯
だ
」と

言
っ
て
ま
す
け
ど
。

堀
川　

個
人
的
に
は
ま
だ
ま
だ
、
今
AI
と

し
て
話
題
に
な
る
も
の
っ
て
、
い
や
い

や
、
こ
れ
AI
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
っ
て
感
じ

で
は
あ
る
ん
で
す
け
ど
。
僕
が
夢
見
る
AI

の
未
来
と
し
て
は
、
そ
れ
を
AI
っ
て
呼
ん

だ
ら
人
種
差
別
じ
ゃ
ん
っ
て
言
わ
れ
ち
ゃ

う
ぐ
ら
い
の
存
在
に
な
っ
て
、
そ
ん
な
社

会
に
な
っ
て
る
と
面
白

い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
人
間
と
AI
を
分
け
る
な

ん
て
！
」み
た
い
な
世
界
。

そ
う
い
う
議
論
が
生
ま
れ

る
よ
う
な
と
こ
ろ
ま
で
、

想
像
を
膨
ら
ま
せ
た
い
で

す
ね
。

木
原　

僕
自
身
の
興
味
エ

リ
ア
と
し
て
は
ゲ
ー
ム
デ

ザ
イ
ン
み
た
い
な
と
こ
ろ

が
あ
っ
て
。
フ
ラ
ッ
ト
に

AI
と
呼
ば
れ
て
い
る
Ｌ
Ｌ

Ｍ（
大
規
模
言
語
モ
デ
ル
）と
か
画
像
認
識

と
か
、も
ろ
も
ろ
を
使
っ
て
、ま
だ
開
拓
さ

れ
て
な
い
タ
イ
プ
の
遊
び
を
つ
く
る
。
そ

れ
で
、
誰
よ
り
も
最
初
に
俺
が
そ
れ
を
遊

ん
で
楽
し
む
み
た
い
な
と
こ
ろ
が
、
一
番

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
そ
こ
が
大
前

提
と
し
て
あ
り
つ
つ
、 

何
か
で
遊
べ
る
っ

て
こ
と
は
、
あ
る
種
そ
れ
を
理
解
で
き
る

こ
と
で
も
あ
る
と
思
っ
て
い
て
、
難
し
い

も
の
を
誰
も
が
遊
べ
る
よ
う
に
す
る
可
能

性
も
あ
る
し
、
そ
の
意
義
も
あ
る
ん
じ
ゃ

な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

島
田　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
の
今
後
の
展
開
も
楽
し
み
な
ト
ー
ク

で
し
た
。

（
二
〇
二
四
年
一
月
十
三
日
於
Ｃ
Ｃ
Ｂ
Ｔ
）

（
１
）
展
示

Tom
o K

ihara +
 Playfool

「D
eviation G

am
e ver 

1.0

」（
会
期
：
二
〇
二
三
年
三
月
四
日
〜
二
十
六
日
／
会

場
：
シ
ビ
ッ
ク
・
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
ベ
ー
ス
東
京
［
Ｃ

Ｃ
Ｂ
Ｔ]

）の
こ
と
。
過
去
の
模
倣
が
得
意
な
AI
を
使
っ
て

何
か
を
生
成
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
表
現
が
過
去
に
存

在
し
た
か
ど
う
か
を
AI
に
識
別
さ
せ
る
こ
と
で
、
過
去
か

ら
逸
脱
し
た
表
現
の
可
能
性
を
ゲ
ー
ム
型
の
参
加
型
作
品

で
探
っ
た
。

（
２
）
公
開
制
作

Ｔ
Ｍ
Ｐ
Ｒ
「
AI
が
見
て
き
た
風
景
を
辿
る 

人
工
知
能
紀
行
」

公
開
制
作
（
会
期
：
二
〇
二
三
年
十
月
二
十
三
日
〜
十
一

月
五
日
／
会
場
：
エ
ト
ワ
ー
ル
海
渡 

シ
ョ
ー
ル
ー
ム
館
一

階
）。
国
際
芸
術
祭
「
東
京
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
二
〇
二
三
（
秋

会
期
）」
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
セ
ン
ト
ラ
ル
イ
ー
ス
ト
東
京 

2023/O
PEN

 STA
RT

」に
て
、都
内
ま
ち
な
か（
中
央
区
）

に
Ｔ
Ｍ
Ｐ
Ｒ
の
オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
を
開
設
し
、制
作
風
景
を
公

開
し
た
。
詳
し
く
は
65
〜
71
頁
に
て
。

（
３
）Future Collider

近
い
将
来
に
存
在
す
る
か
も
し
れ
な
い
架
空
の
看
板
や
標

識
を
、
現
実
に
Ａ
Ｒ
で
設
置
す
る
こ
と
を
通
し
て
都
市
の

未
来
を
共
同
で
試
作
／
思
索
す
る
市
民
参
加
型
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
。
二
〇
二
一
年
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
・
ア
ム
ス
テ
ル

ダ
ム
、千
葉
県
松
戸
市
で
展
開
さ
れ
、二
〇
二
三
年
十
一
月

に
は
群
馬
県
前
橋
市
の「
ア
ー
ツ
前
橋
」で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
が
開
催
さ
れ
た
。

（
４
）
明
日
た
ち
の
日
記

 P
O

P
U

P
 

＆ W
O

R
K

SH
O

P

「
明
日
た
ち
の
日
記 

D
iary of tom

orrow
(s)

」（
会
期
：
二
〇
二
三
年
八

月
二
十
四
日
〜
八
月
二
十
九
日 

／
主
催
：
コ
ク
ヨ 

ヨ

コ
ク
研
究
所
）。
木
原
さ
ん
の
日
記
だ
け
で
は
な
く
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
参
加
者
も
自
身
の
カ
レ
ン
ダ
ー
情

報
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
未
来
の
日
記
を
手
に
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
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Ｃ
Ｅ
Ｔ
で
の
７
日
間

の
実
験
室

CET滞在スケジュール

10/23㈪　展示スタート

10/24㈫

10/25㈬

10/26㈭

10/29㈰　テストプレイ

11/4㈯

11/5㈰　最終日、写真撮影

た
た

た

た

た
た

ひ

ひ

ひ

ひ

ひ

ひ

ひ

堀

堀

堀

堀

堀

堀

堀

美

美

美

美

美

美

美

中

中

中

中

磯

磯

二
〇
二
三
年
十
月
二
十
三
日

〜
十
一
月
五
日
、「
Ｔ
Ｍ
Ｐ
Ｒ

の
実
験
室
」
と
称
し
、
東
京
・

馬
喰
町
エ
リ
ア
で
公
開
制
作

を
実
施
。
ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト

「
セ
ン
ト
ラ
ル
イ
ー
ス
ト
東
京 

２
０
２
３（
Ｃ
Ｅ
Ｔ
）」
内
で
実

施
し
、
体
験
設
計
か
ら
ネ
ー
ミ

ン
グ
、
テ
ス
ト
プ
レ
イ
ま
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
「
実
験
」
を
展
開
。

動
点
観
測
所
は
こ
の
七
日
間
か

ら
生
ま
れ
た
。
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Ｔ
Ｍ
Ｐ
Ｒ
の
実
験
室
、
一
日

目
。
会
場
で
あ
る
エ
ト
ワ
ー
ル

海
渡
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
館
の
大
き

な
窓
に
、
サ
イ
ン
を
自
主
施
工

す
る
こ
と
か
ら
一
日
が
始
ま
っ

た
。
公
開
制
作
と
い
う
体
で
展

示
に
参
加
し
て
い
る
の
で
、
こ

の
サ
イ
ン
が
展
示
ら
し
さ
を
保

つ
た
め
の
要
だ
。
施
工
が
完
了

し
た
ら
、
そ
の
後
は
ひ
た
す
ら

に
会
議
と
開
発
。
ま
だ
タ
イ
ト

ル
も
詳
細
も
決
ま
っ
て
い
な
い

Ｃ
Ｃ
Ｂ
Ｔ
で
の
展
示
に
向
け

て
、
世
界
観
や
ス
ト
ー
リ
ー
の

構
築
、
散
歩
ル
ー
ト
の
生
成
方

法
や
ル
ー
ト
を
決
め
る
た
め
の

パ
タ
メ
ー
タ
ー
の
検
討
、
参
加

人
数
や
体
験
時
間
な
ど
の
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
設
計
、
ツ
ー
ル
の

設
計
な
ど
展
示
に
関
わ
る
あ
ら

ゆ
る
こ
と
を
話
し
合
い
、
ど
ん

ど
ん
と
決
め
て
い
っ
た
。
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
山

ほ
ど
あ
る
が
、
Ｃ
Ｅ
Ｔ
の
会
期

中
に
テ
ス
ト
プ
レ
イ
を
行
う
た

め
に
、
ま
ず
は「
体
験
で
き
る
」

と
こ
ろ
ま
で
持
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
終
わ
り
の
な

い
話
し
合
い
は
日
が
暮
れ
る
ま

で
続
い
た
。

二
日
目
。
一
日
目
で
ふ
ん
わ

り
と
体
験
の
流
れ
や
目
指
す
と

こ
ろ
が
見
え
て
き
た
の
で
、
こ

の
日
は
主
に
体
験
の
要
で
あ
る

ル
ー
ト
と
日
記
の
生
成
方
法
に

つ
い
て
、
実
験
を
進
め
な
が
ら

検
討
し
た
。
約
三
十
分
の
散
歩

ル
ー
ト
は
、
な
る
べ
く
毎
回
生

成
さ
れ
る
ル
ー
ト
が
異
な
っ
た

も
の
に
な
り
、
各
ル
ー
ト
が
複

雑
な
も
の
に
な
る
よ
う
に
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
設
計
し
て
い
く

が
、
複
雑
さ
を
出
す
の
が
難
し

い
。
同
時
に
、
生
成
し
た
ル
ー

ト
が
体
験
者
の
持
つ
デ
バ
イ
ス

上
で
ど
の
よ
う
に
表
さ
れ
る
の

か
も
検
討
し
て
い
く
。
日
記
の

生
成
に
対
し
て
は
、ChatGPT

に
ル
ー
ト
上
の
ス
ト
リ
ー
ト

ビ
ュ
ー
の
写
真
を
与
え
て
み
た

り
、
地
図
上
に
表
示
さ
れ
た

ル
ー
ト
の
画
像
を
与
え
て
み
た

り
と
、
よ
り
本
物
ら
し
い
日
記

を
生
成
さ
せ
る
た
め
の
実
験
を

繰
り
返
し
た
。
ま
だ
ま
だ
精
度

は
良
く
な
い
が
、
な
ん
と
な
く

企
画
立
案
時
に
想
像
し
て
い
た

よ
う
な
こ
と
が
で
き
て
き
て
い

る
…
…
と
い
う
実
感
が
湧
い
て

き
た
。
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三
日
目
。
一
日
目
、
二
日
目

の
怒
涛
の
話
し
合
い
を
経
て

（
部
屋
が
メ
モ
だ
ら
け
に
な
っ

て
き
た
）
今
ま
で
出
て
き
た
ア

イ
デ
ア
を
整
理
し
な
が
ら
、
コ

ン
セ
プ
ト
や
体
験
の
流
れ
を
一

つ
に
ま
と
め
て
い
っ
た
。
体
験

者
に
と
っ
て
の
流
れ
と
、
裏
で

動
い
て
い
る
シ
ス
テ
ム
の
流
れ

を
そ
れ
ぞ
れ
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
、
ま
と
め
る
の
も

一
苦
労
だ
。
そ
し
て
一
つ
の
流

れ
に
し
て
み
る
と
、
足
り
な
い

と
こ
ろ
も
明
ら
か
に
な
る
。
体

験
の
た
め
に
必
要
な
機
材
や
展

示
空
間
が
検
討
で
き
て
い
な
い

こ
と
に
気
づ
き
、
翌
日
の
議
題

に
な
っ
た
り
、
ツ
ー
ル
の
モ
ッ

ク
ア
ッ
プ
を
作
っ
て
検
討
す
る

こ
と
が
必
要
だ
と
気
付
い
た

り
。
そ
う
し
て
話
し
合
い
を
し

て
い
る
間
に
も
、
プ
ロ
グ
ラ
ム

開
発
担
当
の
堀
川
は
前
日
ま
で

の
ア
イ
デ
ア
を
ど
ん
ど
ん
形
に

し
て
い
く
。
テ
ス
ト
プ
レ
イ
に

は
ル
ー
ト
を
生
成
す
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
と
道
案
内
を
す
る
ア
プ
リ

が
必
要
な
の
で
、
テ
ス
ト
す
る

た
め
に
は
急
い
で
開
発
を
進
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
。

四
日
目
。
前
日
に
引
き
続
き

体
験
の
流
れ
を
調
整
し
な
が

ら
、
体
験
者
が
ル
ー
ト
を
決
め

る
た
め
の
ツ
ー
ル
の
設
計
や

ア
プ
リ
の
設
計
を
つ
め
て
い

く
。
こ
の
日
は
夕
方
に
Ｃ
Ｃ
Ｂ

Ｔ
の
関
係
者
が
視
察
に
来
る
こ

と
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
そ
こ

で
現
在
の
進
捗
を
共
有
す
る
た

め
の
資
料
も
同
時
に
作
成
し
な

が
ら
。
全
く
の
白
紙
だ
っ
た
会

場
構
成
も
、
全
体
の
流
れ
が
見

え
た
こ
と
で
決
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
会
場
の
ど
こ
に
何

を
配
置
す
る
か
を
決
め
る
こ
と

で
、
逆
に
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の

内
容
が
具
体
的
に
な
っ
た
り
も

し
た
。
こ
こ
数
日
で
は
っ
き
り

と
実
感
し
た
が
、
や
は
り
集

ま
っ
て
話
し
合
わ
な
い
と
決
ま

ら
な
い
こ
と
、
見
え
て
こ
な
い

こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
夕
方

の
視
察
会
（
参
加
者
が
多
く
て

実
験
室
が
ぎ
ゅ
う
ぎ
ゅ
う
に
な

る
）
で
は
、
進
捗
を
知
っ
て
安

心
し
て
も
ら
う
と
共
に
、
体
験

者
の
安
全
面
へ
の
配
慮
や
広

報
、
企
画
名
の
決
定
な
ど
新
た

な
課
題
が
増
え
た
。
ま
だ
ま
だ

や
る
こ
と
だ
ら
け
だ
。
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五
日
目
。
つ
い
に
道
案
内
ア

プ
リ
の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
が
で
き

た
の
で
、
念
願
の
テ
ス
ト
プ
レ

イ
を
行
う
。
展
示
会
場
を
起

点
・
終
点
と
し
た
徒
歩
約
三
十

分
の
コ
ー
ス
を
設
定
し
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
た
ア
プ
リ
で
そ
の
ル
ー
ト

を
限
定
的
に
表
示
す
る
。
途
中

ま
で
し
か
見
え
な
い
ル
ー
ト
を

ス
マ
ホ
で
見
な
が
ら
わ
い
わ
い

と
歩
き
、
自
分
達
が
設
計
し
た

体
験
を
初
め
て
経
験
し
た
。
実

際
に
体
験
し
て
み
て
一
番
に
感

じ
た
の
は
、「
な
ん
だ
か
わ
か
ら

な
い
け
ど
、
と
て
も
楽
し
い
」

と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
こ
の
体

験
は
楽
し
い
の
か
？
と
い
う
こ

と
が
ず
っ
と
気
が
か
り
だ
っ
た

の
で
、
こ
こ
で
得
た「
楽
し
い
」

と
い
う
感
想
は
と
て
も
嬉
し
い

も
の
だ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
記

憶
が
、
最
後
ま
で
私
た
ち
を
励

ま
し
て
く
れ
る
こ
と
に
な
る
の

だ
っ
た
…
…
。
は
じ
め
て
の
テ

ス
ト
プ
レ
イ
の
成
功
に
興
奮
し

な
が
ら
、
展
示
の
タ
イ
ト
ル
も

決
ま
っ
た
。
歩
い
て
い
る
時
の

な
ん
と
も
言
え
な
い
感
覚
か

ら
、
私
た
ち
は
こ
れ
を
「
動
点

観
測
所
」と
名
付
け
た
。

六
日
目
。
先
日
の
テ
ス
ト
プ

レ
イ
が
成
功
に
終
わ
り
、
今
後

の
課
題
や
や
る
べ
き
こ
と
が
見

え
、
一
旦
安
心
す
る
と
も
に
と

て
も
疲
れ
て
い
た
。
と
い
う
こ

と
で
、
前
々
か
ら
作
ろ
う
と

言
っ
て
い
た
Ｔ
Ｍ
Ｐ
Ｒ
の
チ
ー

ム
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
作
る
こ
と

に
し
た
。
そ
の
後
は
ず
っ
と
行

け
て
い
な
か
っ
た
Ｃ
Ｅ
Ｔ
の
他

の
展
示
を
見
に
行
っ
た
り
と
、

小
休
止
の
一
日
だ
っ
た
。

七
日
目
。芸
術
祭
の
最
終
日
。

ア
プ
リ
の
実
証
実
験
を
兼
ね
た

二
回
目
の
テ
ス
ト
プ
レ
イ
。
展

示
を
見
に
き
た
飛
び
入
り
の
参

加
者
も
含
め
て
、
改
め
て
体
験

を
確
認
し
た
。
自
分
た
ち
以
外

の
参
加
者
も
楽
し
そ
う
で
、
や

は
り
こ
の
体
験
設
計
は
大
丈
夫

そ
う
だ
と
確
認
で
き
た
。
テ
ス

ト
プ
レ
イ
に
は
カ
メ
ラ
マ
ン
の

た
だ
氏
も
同
行
し
、
今
後
の
広

報
活
動
で
使
う
写
真
や
、
Ｔ
Ｍ

Ｐ
Ｒ
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
写
真
を

撮
っ
て
も
ら
っ
た
。
長
い
よ
う

で
短
い
七
日
間
の
実
験
室
は
、

始
め
る
前
は
思
い
も
得
な
か
っ

た
ほ
ど
大
き
な
成
果
を
得
て
、

幕
を
閉
じ
た
。
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日 記 の よ う な も の　

作
業
員
が
動
点
観
測
所
の
観

測
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
か
ら
戻
っ

て
来
る
と
、
一
枚
の
プ
リ
ン
ト

が
渡
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
AI

に
よ
っ
て
生
成
さ
れ
た
日
記

風
の
「
観
測
レ
ポ
ー
ト
」。
ま
る

で
一
緒
に
歩
い
て
き
た
か
の
よ

う
に
、
も
し
く
は
と
ん
で
も
な

く
デ
タ
ラ
メ
に
。
AI
が
綴
っ
た

「
三
十
分
の
ま
ち
あ
る
き
の
記

録
」
は
、
体
験
し
た
人
の
目
に

ど
う
写
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。「
こ

の
レ
ポ
ー
ト
を
添
削
し
て
く
だ

さ
い
」
と
赤
ペ
ン
を
持
た
さ
れ
、

自
分
の
記
憶
を
辿
り
な
が
ら
、

あ
ー
で
も
な
い
こ
ー
で
も
な
い

と
悩
む
。
日
記
の
よ
う
な
も
の

を
前
に
し
て
、
自
分
の
お
ぼ
ろ

げ
な
記
憶
と
AI
が
描
い
た
予
測

の
間
を
右
往
左
往
す
る
様
子
が

赤
字
か
ら
も
読
み
取
れ
る
。
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ル
ー
ト
選
択
マ
シ
ン
を
使
っ
て
観
測
ル
ー
ト

を
設
定
す
る
。
観
測
ル
ー
ト
が
決
ま
る
と
、

ル
ー
ト
に
紐
づ
い
た
４
桁
の
ル
ー
ト
コ
ー
ド

が
生
成
さ
れ
る
。

作
業
員
の
写
真
を
撮
る
。
撮
っ
た
写
真
は
AI

に
よ
っ
て
分
析
さ
れ
、
一
瞬
に
し
て
日
記
の

登
場
人
物
と
し
て
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
が
生
成

さ
れ
る
。

ル
ー
ト
コ
ー
ド
と
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
が
揃
っ

た
ら
、
準
備
完
了
。（
日
記
は
人
物
の
プ
ロ

フ
ィ
ー
ル
と
ル
ー
ト
コ
ー
ド
に
紐
づ
い
た

ル
ー
ト
情
報
か
ら
生
成
さ
れ
る
。）

日
記
生
成
用
パ
ソ
コ
ン
に
ル
ー
ト
コ
ー
ド

を
入
力
す
る
と
、
瞬
時
に
日
記
が
生
成
さ
れ

る
。
生
成
さ
れ
た
日
記
を
書
き
出
し
、
プ
リ

ン
タ
ー
で
印
刷
す
れ
ば
完
成
だ
。

日

記

生

成

の

裏

側

添

削

さ

れ

た

日

記

⒈

⒉

⒊

⒋

これがルートコード
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中
田　

よ
く
わ
か
ら
な
い
け
ど
楽
し
い

体
験
っ
て
、
ひ
と
に
言
っ
て
も
伝
わ
ら
な

い
か
ら
、
そ
の
伝
わ
ら
な
さ
も
ま
た
楽
し

い
で
す
よ
ね
。「
う
ま
く
言
え
な
い
ん
だ

け
ど
ね
〜
」
と
自
分
と
体
験
し
た
人
だ
け

の
秘
密
の
よ
う
で
。
動
点
観
測
所
は
体

験
の
目
的
も
不
明
だ
し
、
や
る
こ
と
が

断
片
的
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
も
上
げ
よ
う
が

な
い
。
で
も
そ
れ
を
楽
し
め
た
自
分

自
身
が
謎
。
そ
う
い
う
不
思
議
を
楽

し
め
る
余
裕
と
か
、わ
け
わ
か
ら
な

い
こ
と
を
や
れ
る
余
力
は
、
浮
世

に
必
要
だ
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
い
う
体
験
づ
く
り
に
対

し
て
大
真
面
目
に
持
ち
う
る

技
術
を
総
動
員
し
よ
う
と
い

う
態
度
が
、
Ｔ
Ｍ
Ｐ
Ｒ
メ
ン

バ
ー
全
員
で
共
有
で
き
て

い
た
こ
と
か
も
。
だ
か
ら

こ
れ
は
う
れ
し
い
感
想

で
す
。

超大真面目な考察

一問三答

一
問
三
答

た
か
し　

こ
れ
が
一
番
う
れ
し
い
感
想
で

す
ね
。
よ
く
わ
か
ら
な
い
体
験
を
つ
く
り

た
か
っ
た
。
そ
う
そ
う
、
機
械
の
い
う
と

お
り
に
歩
か
さ
れ
て
、
戻
っ
て
き
て
日
記

を
添
削
す
る
な
ん
て
変
な
行
為
な
ん
で
す

よ
。
で
も
楽
し
い
ん
で
す
。
そ
う
思
っ
て

つ
く
り
ま
し
た
。

美
山　

個
人
的
に
は
「
よ
く
わ
か
ら
な
い

け
ど
楽
し
い
」の
先
に「
気
持
ち
悪
さ
」を

感
じ
さ
せ
る
も
の
に
し
た
か
っ
た
。
も
し

か
し
た
ら
体
験
が
楽
し
す
ぎ
て
し
ま
っ
た

の
か
も
し
れ
な
い
。
も
っ
と
、
終
わ
っ
た

後
に
今
の
体
験
が
何
だ
っ
た
の
か
を
考

え
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
ど
う
す
れ
ば
よ

か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？
（
AI
の
日
記
を
添

削
す
る
の
で
は
な
く
、
自
分
で
日
記
を
書

い
て
か
ら
AI
の
日
記
と
見
比
べ
る
と
か
？

大
変
だ
け
ど
、
自
分
で
日
記
を
書
い
て
み

る
こ
と
で
初
め
て
わ
か
る
こ
と
が
あ
る
か

も
し
れ
な
い
。）

体
験
者
の
感
想
❶

「
よ
く
わ
か
ら
な
い
け
ど
、楽
し
か
っ
た
！
」

？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？

「動点観測所」とは（本当に本当のところ）

２つの方法で改めて振り返ります

体験者からの
感想に答える

体
験
者
か
ら
の

感
想
に
答
え
る

TMPRメンバーの岩沢（弟）、中田、美山が

企画から発表までの変遷や

展示空間で聞こえてきた 約
1

2

今回の成果と積み残しなど

な
ん
だ
っ
た
の
か
？

？
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美
山　

こ
う
い
う
感
想
が
あ
っ
て
よ

か
っ
た
。
本
来
は
AI
に
人
間
の
行
動
は

簡
単
に
は
予
測
で
き
な
い
は
ず
で
、
も
っ

と
た
く
さ
ん
こ
の
感
想
が
出
る
と
思
っ

て
い
た
（
楽
し
い
と
い
う
感
想
が
多
す
ぎ

た
）。
添
削
す
る
気
が
起
き
な
か
っ
た
と

い
う
点
に
つ
い
て
は
、
添

削
と
い
う
構
造
の

欠
陥
な
気
が
す

る
。
添
削
は

そ
の
文
章
が

書
き
た
い
内

容
と
合
っ
て

い
る
こ
と
を

前
提
に
行
う
も

の
で
、
全
く
内
容
が

違
っ
た
場
合
に
添
削
す

る
の
は
た
ぶ
ん
難
し
い
。
元
の
文
章
が

あ
る
状
態
で
新
し
い
文
章
を
書
き
添
え

る
の
も
心
理
的
に
難
し
い
と
思
う
。
だ

と
し
た
ら
、
や
っ
ぱ
り
添
削
で
は
な
く
一

か
ら
自
分
で
日
記
を
書
い
て
も
ら
っ
た

ほ
う
が
い
い
の
か
も
？

中
田　

自
分
が
体
験
者
側
に
ま
わ
っ
た

と
き
も
、
体
験
と
日
記
に
乖
離
が
あ
っ
て

確
か
に
赤
入
れ
が
難
し
か
っ
た
で
す
。

な
の
で
、
AI
の
文
体
を
真
似
て
、
欄
外
に

自
分
た
ち
な
り
の
体
験
を
文
章
で
添
え

て
み
ま
し
た
。
そ
う
い
う
工
夫
を
し
た

ら
い
い
し
、
真
っ
赤
に
添
削
し
て
も

い
い
と
当
初
は
思
っ
て
い
て
、

日
記
の
内
容
は
全
然
乖
離

し
て
い
て
Ｏ
Ｋ
の
ス
タ
ン

ス
で
い
た
の
で
す
が
、
た

だ
「
添
削
」
と
い
う
時
点

で
難
し
か
っ
た
で
す
よ

ね
。「
正
解
に
近
づ
け
よ

う
と
し
て
間
違
っ
て
し
ま
っ

た
と
こ
ろ
を
正
す
」
と
い
う
意

味
で
と
ら
え
る
と
、あ
ま
り
に
違
い
す

ぎ
る
。
ま
た
「
添
削
」
と
名
付
け
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
添
削
す
る
人
と
添
削
さ
れ
る

人
の
あ
い
だ
に
上
下
関
係
を
つ
く
っ
て

し
ま
う
の
で
、
も
う
少
し
人
間
と
AI
が
フ

ラ
ッ
ト
に
な
る
仕
組
み
や
名
付
け
が
必

要
だ
っ
た
か
な
と
反
省
し
て
い
ま
す
。

？

美
山　

AI
に
い
ろ
い
ろ
な
日
記
を
か
せ
て

い
て
思
っ
た
の
は
、
と
く
に
今
回
使
っ
た

C
hatG

PT

は
丁
寧
で
ま
わ
り
く
ど
い
文

章
に
し
が
ち
だ
と
い
う
こ
と
。
今
回
は
最

終
的
に
メ
ン
バ
ー
の
中
田
さ
ん
の
文
章
を

参
考
に
書
か
せ
た
が
、
そ
う
な
っ
た
の
も

そ
れ
ま
で
の
実
験
で
ど
う
に
も
気
持
ち
悪

い
文
体
か
ら
抜
け
出
せ
な
か
っ
た
か
ら
。

C
hatG

PT

が
日
本
語
の
口
語
の
文
章
を

書
く
の
が
苦
手
な
の
か
（O

penAI

が
ア

メ
リ
カ
の
企
業
だ
か
ら
当
た
り
前
？
）、

そ
れ
と
も
日
記
と
い
う
も
の
自
体
が
AI
に

と
っ
て
書
き
づ
ら
い
も
の
な
の
か
、
ど
う

な
ん
だ
ろ
う
。

た
か
し　

エ
ッ
セ
イ
の
よ
う
な
、
ち
ょ
っ

と
良
い
話
を
書
い
た
も
の
が
高
評
価
を
さ

れ
る
か
ら
、
詩
的
な
文
章
を
書
く
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
実
際

の
散
歩
の
中
で
考
え
も
し
な
い
こ
と
を
、

さ
も
考
え
て
い
る
か
の
よ
う
に
す
る
。
エ

ピ
ソ
ー
ド
ト
ー
ク
が
何
度
も
人
に
話
し
て

い
る
う
ち
に
、
ど
ん
ど
ん
改
変
さ
れ
て
い

く
よ
う
な
形
で
、
よ
り
評
価
さ
れ
る
形
を

何
度
も
繰
り
返
し
て
い
る
AI
だ
か
ら
こ
そ

の
文
章
芸
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

中
田　

私
、
新
卒
で
出
版
社
に
入
社
し
た

と
き
、
研
修
先
編
集
部
の
ボ
ス
に
「
君
の

書
い
た
文
章
は
ケ
ツ
が
か
ゆ
い
」
と
言
わ

れ
た
こ
と
を
い
ま
だ
に
根
に
持
っ
て
い

る
ん
で
す
け
ど
、
確
か
に
い
い
こ
と
し
か

言
わ
な
い
中
身
の
薄
い
文
章
っ
て
む
ず

が
ゆ
い
で
す
よ
ね
。
今
回
も
と
も
と
は

私
の
日
記
の
文
体
（
文
章
の
特
徴
）
を
AI

に
定
義
し
て
も
ら
っ
て
、
会
期
前
半
で
は

そ
の
定
義
を
日
記
生
成
指
示
の
な
か
に

盛
り
込
ん
で
い
た
の
で
、
体
験
者
に「
詩

的
す
ぎ
る
」
と
か
「
エ
モ
す
ぎ
て
ひ
く
」

と
か
言
わ
れ
る
た
び
に
静
か
に
傷
つ

い
て
ま
し
た（
笑
）。
で
も
、
多
く
の

人
は
平
気
で
エ
モ
い
こ
と
書
き
ま

す
よ
ね
？ 

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
個
人
ア
カ

ウ
ン
ト
や
日
記
に
。
実
際
、
新

卒
時
代
の
ボ
ス
だ
っ
て
そ
う

で
す
。
こ
の
あ
た
り
、
反
省

会
＃
04
で
、
林
さ
ん
と
古

賀
さ
ん
が
「
き
れ
い
な
文

章
で
い
い
じ
ゃ
ん
！
」

と
肯
定
的
だ
っ
た
の

で
、
静
か
に
救
わ
れ

た
気
持
ち
に
な
り

ま
し
た
。

体
験
者
の
感
想
❷「
AI
の
書
く
文
章
が
詩
的
す
ぎ
る
。」

体
験
者
の
感
想
❸

「
日
記
の
内
容
が
体
験
と
違
い
す
ぎ
て
、

添
削
す
る
気
が
お
き
な
か
っ
た
…
…
」

？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？

？

を
抱
く
の
は
日
記
の
内
容
？ 

日
記
が
生

成
さ
れ
る
こ
と
自
体
？

上
記
を
通
し
て
「
技
術
と
人
間
と
の
付

き
合
い
方
（
平
熱
の
共
存
）」を
探
る
の
が

今
回
目
指
し
た
こ
と
で
し
た
。
た
だ
し
自

分
と
し
て
は
、
AI
が
本
当
に
「
人
工“
知

能
”」た
る
に
は
そ
も
そ
も「
身
体
」が
必
要

な
は
ず
で
、
AI
に
対
し
、
身
体
性
認
知
の

重
要
性
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
た
ら
ど
う

な
る
の
か
と
い
う
関
心
を
強
く
抱
い
て
い

ま
す
。
そ
れ
は
も
っ
と
先
の
ス
テ
ッ
プ
に

な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
試
し
て
み
た

い
こ
と
の
一
つ
で
す
。

美
山　
「
日
常
を
見
直
す
き
っ
か
け
に
な

る
よ
う
な
、
何
だ
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
け

ど
面
白
い
体
験
を
新
し
い
技
術
を
使
っ
て

作
る
」
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
い
ろ
い
ろ
と

難
し
い
説
明
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
結
局

の
と
こ
ろ
、
私
た
ち
は
AI
を
使
っ
て
何
か

新
し
い
体
験（
遊
び
？
）を
作
り
た
か
っ
た

ん
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
体
験

が
、
新
技
術
へ
の
礼
賛
や
恐
怖
を
誘
う
も

の
で
は
な
く
平
温
で
向
き
合
え
る
も
の
で

あ
っ
て
、
こ
れ
か
ら
ど
ん
ど
ん
発
展
さ
せ

て
い
け
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
よ
う
な
。

た
か
し　

こ
れ
か
ら
の
情
報
社
会
の
中
で

能
動
的
に
生
き
て
い
く
た
め
に
、
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
と
ど
う
付
き
合
う
か
考
え
る
機
会

を
提
供
す
る
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
重
要
な

の
は
「
日
常
当
た
り
前
に
や
っ
て
い
る
行

為
を
少
し
ズ
ラ
す
」こ
と
で
し
た
。

①
「
作
業
員
」と
し
て
歩
か
さ
れ
る

ス
マ
ホ
片
手
に
ま
ち
を
ブ
ラ
ブ
ラ
歩
く
行

為
を
「
ス
マ
ホ
に
指
示
さ
れ
て
歩
か
さ
れ

る
」に
ず
ら
し
て
み
る
。 

そ
も
そ
も
日
常

に
お
け
る
検
索
と
移
動
の
関
係
と
は
何
だ

ろ
う
？

②
得
ら
れ
る
情
報
が
限
定
さ
れ
る

知
ら
な
い
道
を
歩
く
の
に
、
表
示
さ
れ
る

地
図
情
報
も
限
定
的
に
し
て
み
る
。
経
路

も
時
間
も
曖
昧
な
ま
ま
歩
く
と
ど
う
な

る
？
残
る
の
は
「
ワ
ク
ワ
ク
」
？
そ
れ
と

も
不
安
？ 

③
他
者（
AI
）に「
散
歩
の
日
記
」を
書
か

れ
る

三
十
分
程
度
の
散
歩
に
つ
い
て
わ
ざ
わ
ざ

時
系
列
の
日
記
を
書
く
こ
と
は
、
日
常
な

ら
ま
ず
や
ら
な
い
。
人
間
の
行
為
と
し
て

そ
も
そ
も
不
自
然
で
あ
る
文
章
を
、
AI
に

淡
々
と
生
成
さ
せ
る
。
そ
も
そ
も
存
在
が

珍
妙
な
文
章
を
添
削
す
る
と
き
、
違
和
感

体
験
者
の
感
想
❺「
こ
の
企
画
は
何
を
し
た
い
の
？
」

「
知
ら
な
い
人
と
歩
く
の
は
楽
し
か
っ
た
！

た
だ
、日
記
の
意
味
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
で
す
。」

た
か
し　

知
ら
な
い
人
と
、
ど
れ
く
ら

い
歩
く
と
知
っ
た
人
に
な
れ
る
の
か
。

感
想
と
ズ
レ
た
こ
と
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
外
か
ら
見
た
ら
知
り
合

い
っ
ぽ
い
集
団
が
ス
マ
ホ
片
手

に
街
を
彷
徨
っ
て
い
る
。
体

験
者
が
身
構
え
る
こ
と
な

く
、た
だ
歩
け
ば
良
い
と

い
う
謎
の
安
心
感
が

生
ま
れ
る
よ
う
に
体

験
の
設
計
を
し
た

の
で
、
不
安
な

く
知
ら
な
い
人

と
歩
け
た
の
な
ら

嬉
し
い
で
す
。
日
記

に
つ
い
て
は
、
散
歩
の

よ
う
な
本
来
言
語
化
す

る
必
要
が
な
い
行
為
を
、AI

は
疑
問
を
持
つ
こ
と
な
く
言

語
化
し
て
い
る
と
い
う
と
こ
ろ

が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。「
人
間
に
は

意
味
が
必
要
」
と
い
う
こ
と
が
体
験

を
通
じ
て
伝
わ
っ
た
の
で
あ
れ
ば
狙

い
ど
お
り
で
す
。

美
山　

こ
の
感
想
は
体
験
し
た
ほ
と
ん
ど

の
人
が
言
っ
て
い
て
、
こ
れ
は
今
回
の
散

歩
の
仕
組
み
が
よ
く
で
き
て
い
た
証
拠
だ

と
思
う
。
素
直
に
う
れ
し
い
。
無
意
味
な

も
の
で
も
何
か
共
通
の
任
務
的
な
も
の
が

あ
る
と
、
他
人
と
話
し
や
す
く
な
る
の
か

も
し
れ
な
い
。
日
記
の
意
味
が
わ
か
ら
な

く
て
も
い
い
け
ど
、
そ
の
わ
か
ら
な
さ
に

つ
い
て
考
え
て
み
る
と
よ
い
か
も
。

中
田　

渋
谷
と
い
う
街
で
、
知
ら
な
い
人

と
勝
手
に
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
ら
れ
て
、
知

ら
な
い
道
を
歩
く
の
っ
て
、
本
来
な
ら
超

こ
わ
い
で
す
よ
ね
。
私
も
嫌
で
す
。
そ
れ

で
も
「
楽
し
い
」
っ
て
声
が
多
く
て
ほ
っ

と
し
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
Ｔ
Ｍ
Ｐ
Ｒ
と
運

営
チ
ー
ム
に
よ
る
た
く
さ
ん
の
知
恵
と
工

夫
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。
日
記
添
削
は
、

ま
ず
指
示
ど
お
り
に
行
為
を
し
て
み
て
、

行
為
を
振
り
返
る
手
段
と
し
て
や
っ
て
も

ら
い
ま
し
た
。
た
だ
三
十
分
歩
い
た
だ
け

の
こ
と
を
振
り
返
る
と
、
日
常
と
は
違
う

様
子
が
見
え
て
く
る
の
で
は
な
い
か
、
と

い
う
点
も
実
験
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

体
験
者
の
感
想
❹

？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？

？
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よ
り
良
く
変
え
る
表
現
・
探
求
・
ア
ク
シ
ョ

ン
の
創
造
を
目
指
す
プ
ロ
グ
ラ
ム（

１
）」

の
こ

と
で
、 

公
募
・
選
考
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た

ク
リ
エ
イ
タ
ー
は
「
Ｃ
Ｃ
Ｂ
Ｔ
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
・
フ
ェ
ロ
ー
」（
以
下
、
フ
ェ
ロ
ー
）

と
呼
ば
れ
る
。
フ
ェ
ロ
ー
は
、
公
募
に
提

出
し
た
企
画
の
具
体
化
と
発
表
、
創
作
過

程
の
公
開
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
ト
ー
ク

イ
ベ
ン
ト
等
を
実
施
し
、
Ｃ
Ｃ
Ｂ
Ｔ
の

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
。

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
活
動
に
用
い
た
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
や
ク
リ
エ
イ
タ
ー
を
募
る
こ
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
金
銭
的
・
人
的
サ
ポ
ー

ト
が
充
実
し
て
お
り
、
発
表
の
場
ま
で
用

意
さ
れ
て
い
る
と
い
う
、
創
作
活
動
を
行

う
面
々
に
と
っ
て
は
非
常
に
あ
り
が
た
い

取
り
組
み
だ
。
Ｔ
Ｍ
Ｐ
Ｒ
も
こ
の
公
募

を
機
に
「
や
っ
て
み
た
い
こ
と
を
や
ろ
う

ぜ
！
」
と
結
成
し
た
チ
ー
ム
で
あ
る（

２
）。

そ

し
て
二
〇
二
三
年
度
、
Ｔ
Ｍ
Ｐ
Ｒ
は
応
募

総
数
百
四
十
一
組
の
中
か
ら
採
択
さ
れ
た

五
組
に
入
り
、
フ
ェ
ロ
ー
活
動
を
は
じ
め

る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
と
き
採
択
さ
れ
た
の
が
、
Ｔ
Ｍ
Ｐ

Ｒ
・
い
わ
さ
わ
た
か
し
を
中
心
に
プ
ラ
ン

ニ
ン
グ
し
た
企
画
「
AI
が
見
て
き
た
風
景

を
辿
る 

人
工
知
能
紀
行
」で
あ
っ
た
。
私

達
Ｔ
Ｍ
Ｐ
Ｒ
は
こ
れ
を
ま
ず
「
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
と
位
置
づ
け
、
そ
の
コ
ン
セ
プ
ト

を
も
と
に
具
体
化
し
た
体
験
型
作
品
で
あ

り
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
あ
り
、
展
示
で

あ
る
も
の
を
「
動
点
観
測
所
」
と
名
付
け

た
。
し
か
し
、「
AI
が
見
て
き
た
風
景
を
辿

る 

人
工
知
能
紀
行
」も
企
画
書
提
出
か
ら

「
動
点
観
測
所
」の
実
施
に
至
る
ま
で
は
紆

余
曲
折
が
あ
り
変
更
が
あ
っ
た
。（
左
図

参
照
）

ま
ず
第
一
に
企
画
書
に
掲
げ
た
「
AI

が
見
て
き
た
風
景
を
辿
る 

人
工
知
能

紀
行
」
で
は
な
く
、「
動
点
観
測
所
」
と
い

う
名
称
に
し
た
理
由
だ
が
、
こ
れ
は
議

論
を
重
ね
る
う
ち
、
来
場
者
に
体
験
を

「
し
て
も
ら
う
」
た
め
に
は
、
あ
る
種

の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ナ
ル
な
ス
ト
ー
リ
ー
が

必
要
だ
と
考
え
た
か
ら
だ
。「
散
歩
を

し
て
き
て
く
だ
さ
い
」
よ
り
も
「
作
業

員
と
い
う
役
で
、
観
測
活
動
を
し
て

き
て
く
だ
さ
い
」と
指
示
さ
れ
る
ほ
う
が
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
ど
お
り
の
ま
ち
あ
る
き
を
し

て
、
そ
の
結
果
AI
と
人
間
の
体
験
を
比
較

す
る
と
い
う「
作
業
的
な
体
験
」が
馴
染
む

と
考
え
た
。
ま
た
、
Ｃ
Ｃ
Ｂ
Ｔ
が
設
定

し
て
い
る
フ
ェ
ロ
ー
活
動
条
件（

３
）の

一
つ
、

本
誌「
Ｔ
Ｍ
Ｐ
Ｒ
通
信
」で
は
、
こ
こ
ま

で
あ
ら
ゆ
る
記
録
と
写
真
と
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
と
言
葉
を
用
い
て
、「
動
点
観
測
所
」と

い
う
試
み
を
紐
解
い
て
き
た
。
し
か
し
、

そ
れ
で
も
な
お「
よ
く
わ
か
ら
な
い
」と
い

う
声
が
誌
面
の
向
こ
う
か
ら
聞
こ
え
て
き

そ
う
だ
。
そ
こ
で
や
や
野
暮
な
気
が
す
る

も
の
の
、
企
画
の
建
付
け
か
ら
説
明
し
な

お
そ
う
。

そ
も
そ
も
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
シ

ビ
ッ
ク
・
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
ベ
ー
ス
東

京
［
Ｃ
Ｃ
Ｂ
Ｔ
］（
以
下
、
Ｃ
Ｃ
Ｂ
Ｔ
）

に
よ
る
「
二
〇
二
三
年
度 

ア
ー
ト
・
イ
ン

キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
一

環
と
し
て
実
施
さ
れ
た
。
ア
ー
ト
・
イ
ン

キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、「
ク

リ
エ
イ
タ
ー
に
新
た
な
創
作
活
動
の
機
会

を
提
供
し
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
市
民
（
シ

ビ
ッ
ク
）
に
開
放
す
る
こ
と
で
、
都
市
を

企
画
か
ら
発
表
ま
で
の
変
遷
：

「
AI
が
見
て
き
た
風
景
を
辿
る

 

人
工
知
能
紀
行
」か
ら

「
動
点
観
測
所
」へ

「AIが見てきた風景を辿る人工知能紀行」
企画書

🄐 グラフ理論を用いたルート生成を行う

🄑‌ AIがルート上のデータを散歩して
日記を生成する

🄒 人間はAI日記に沿って散歩をする

🄓‌ AIの思い出を人間がトレースする
体験を提供する

↓

「動点観測所」実施内容【名称の変更】

🄐 幾何学的なアプローチを用いた
ルート生成を行う【システムの変更】

🄑‌ AIがルート上のデータを散歩して
日記を生成する

🄒 人間が散歩（まちの観測）をして
戻ってくるとAI日記が渡される

【手順の変更】

🄓‌ AI日記を人間が添削する体験を
提供する【体験の変更】

考
察

「
動
点
観
測
所
」
実
施
に
至
る
ま
で
の
変
更
点

ロ
ジ
ー
に
対
し
、
過
度
な
期
待
や
畏
れ
が

溢
れ
す
ぎ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
技
術
と
は

何
の
た
め
に
あ
る
の
か
。
ど
の
よ
う
な
も

の
な
の
か
。
私
達
人
間
に
あ
っ
て
、
AI
に

な
い
も
の
、
あ
る
い
は
そ
の
逆
は
何
な
の

か
。
謎
の「
観
測
所
」の
フ
リ
を
し
た
、
不

思
議
な
体
験
を
通
じ
て
、
体
験
者
が
そ
の

場
で
口
々
に
語
る
様
子
は
ま
さ
に「
社
会
・

生
活
に
つ
い
て
能
動
的
／
批
評
的
な
思

考
」
を
持
ち
得
た
瞬
間
で
は
な
か
っ
た
か

と
自
負
し
て
い
る
。

前
述
の
よ
う
な
経
緯
で
二
〇
二
四
年
一

月
に
Ｔ
Ｍ
Ｐ
Ｒ
「
動
点
観
測
所
」
を
開
所

し
、「
作
業
員
」と
し
て
二
百
人
以
上
の
市

民
に
観
測
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
体
験
し
て

「
多
様
な
人
々
と
の
協
働
と
共
創
」を
観
測

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
中
に
盛
り
込
も
う
と

い
う
意
図
も
あ
る
。「
作
業
員
」と
し
て「
観

測
」を
行
い
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ナ
ル
な「
観
測

所
」
と
い
う
場
を
と
も
に
つ
く
る
こ
と
も

ま
た「
協
働
と
共
創
」と
い
え
る
の
で
は
な

い
か
。

Ａ
の
ル
ー
ト
生
成
方
法
に
つ
い
て
は
、

反
省
会
＃
01
の
記
事
に
詳
し
い
が
、
技

術
的
な
要
件
を
詰
め
て
い
く
う
ち
に
よ
り

よ
い
方
法
を
と
っ
た
。
Ｃ
は
、
当
初
の
「

AI
日
記
に
沿
っ
て
散
歩
を
す
る
」の
場
合
、

ま
ち
を
歩
く
と
い
う
体
験
が
「
答
え
合
わ

せ
」
の
行
為
に
す
ぎ
ず
、
人
間
の
体
感
と

AI
の
予
測
の
差
分
を
感
じ
る
と
い
う
こ
と

が
難
し
く
な
る
の
で
順
序
を
変
え
た
。
Ｄ

は
Ｃ
の
流
れ
か
ら
導
き
だ
さ
れ
た
も
の

で
、
最
終
的
に
人
間
が
AI
と
自
分
の
違
い

を
感
じ
る
た
め
に
は
な
ん
ら
か
の
わ
か
り

や
す
い
行
為
が
必
要
だ
と
考
え
、「
日
記
に

赤
ペ
ン
を
入
れ
る
（
添
削
す
る
）」と
い
う

フ
ロ
ー
を
盛
り
込
ん
だ
。
そ
の
こ
と
に
よ

り
、
会
場
に
赤
字
の
入
っ
た
日
記
が
並

び
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
AI
日
記
に
対
し
て

ツ
ッ
コ
ミ
を
入
れ
る
（
体
験
の
差
分
を
言

語
化
す
る
）
様
子
を
共
有
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
以
上
が
、
企
画
提
案
か
ら
実
施
に

い
た
る
ま
で
の
細
部
に
お
け
る
変
更
理
由

だ
。
し
か
し
エ
ン
ト
リ
ー
当
初
か
ら
考
え

て
き
た
、「
人
間
が
リ
ア
ル
な
ま
ち
を
歩

き
、
AI
は
デ
ー
タ
上
の
ま
ち
を
歩
き
、
そ

の
体
感
と
予
測
の
差
を
比
較
す
る
体
験
を

つ
く
る
」
と
い
う
考
え
方
に
変
わ
り
は
な

く
、
そ
れ
ら
の
大
き
な
目
的
は
「
技
術
と

人
間
の〈
平
熱
の
共
存
〉」に
あ
る
と
い
う

の
は「
動
点
観
測
所
」で
示
し
て
き
た
通
り

だ
。ち

な
み
に
、
ア
ー
ト
・
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー

シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
あ
ら
か
じ

め
五
つ
の
「
募
集
活
動
テ
ー
マ
」
が
設
定

さ
れ
て
い
る
。
Ｔ
Ｍ
Ｐ
Ｒ
が
エ
ン
ト

リ
ー
し
、
採
択
さ
れ
た
活
動
テ
ー
マ

は
「
AI
等
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
応
用
し

た
新
し
い
ア
ー
ト
表
現
の
開
発
」で
あ
る
。

募
集
要
項
に
よ
る
と
そ
の
内
容
は
「
未
来

に
向
け
た
、
社
会
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
関

係
を
探
求
す
る
新
し
い
作
品
の
企
画
・
発

表
」で
あ
る
と
同
時
に
、「
最
先
端
技
術
を

応
用
し
た
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
表
現
を
通

じ
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
よ
っ
て
進
展
す
る

私
た
ち
の
社
会
・
生
活
に
つ
い
て
能
動
的

／
批
評
的
な
思
考
を
促
す
」と
あ
る
。

本
誌
の
さ
ま
ざ
ま
な
対
談
記
事
や
体
験

者
の
声
か
ら
読
み
取
れ
る
よ
う
に
、
私
達

が
生
き
る
二
〇
二
〇
年
代
の
こ
の
社
会
に

お
い
て
は
、
AI
を
は
じ
め
と
し
た
テ
ク
ノ

も
ら
っ
た
。
そ
の
際
、
あ
る
種
狙
い
ど
お

り
に
寄
せ
ら
れ
た
反
応
が
あ
る
。
そ
れ

は
「
AI
は
ど
こ
ま
で
何
を
や
っ
て
い
る
の

か
」
及
び
「
日
記
添
削
の
結
果
は
AI
に
学

習
さ
せ
る
の
か
」と
い
う
問
い
だ
。

「
AI
は
ど
こ
ま
で
何
を
や
っ
て
い
る
の

か
」
に
つ
い
て
は
、
体
験
者
の
チ
ー
ム
写

真
か
ら
架
空
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
情
報
を
生

成
す
る
作
業
、
ラ
ン
ダ
ム
に
生
成
さ
れ
た

ル
ー
ト
情
報
か
ら
予
測
日
記
を
書
く
作
業

を
AI
に
担
当
さ
せ
て
お
り
、
そ
れ
以
外
は

異
な
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
人
力
で
担
う
部
分

も
多
か
っ
た
。
そ
う
い
っ
た
仕
組
み
は
段

階
的
に
解
説
す
る
よ
う
に
し
て
い
た
が
、

そ
れ
で
も「
AI
に
監
視
さ
れ
て
い
る
！
」

な
ど
の
声
が
よ
く
聞
か
れ
た
。「
自
分
の

す
べ
て
の
行
動
は
AI
か
ら
監
視
さ
れ
て
い

る
か
も
し
れ
な
い
」
と
い
う
畏
れ
（
あ
る

い
は
期
待
）
が
デ
フ
ォ
ル
ト
で
セ
ッ
ト
さ

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
ま
た
、

「
AI
の
意
図
を
感
じ
る
」
な
ど
、
AI
が
人

間
の
よ
う
な
意
思
を
持
っ
て
指
示
を
出
し

て
い
る
と
誤
解
し
た
コ
メ
ン
ト
も
多
か
っ

た
。
こ
の
こ
と
か
ら
人
間
は
、
自
分
の
ア

ク
シ
ョ
ン
に
対
し
て
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
し
て

く
る
対
象
や
、
自
律
的
な
動
き
を
し
て
い

る
（
よ
う
に
み
え
る
）
技
術
に
対
し
て
、

何
ら
か
の
意
思
や
物
語
を
読
み
取
ろ
う
と

AI
を
巡
る
誤
解
：

「
日
記
添
削
」か
ら「
動
点
観
測

所
」は
何
を
得
た
の
か
？

（
１
）「
二
〇
二
三
年
度 

ア
ー
ト
・
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ

ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム 

｜
募
集
要
項
」よ
り

（
２
）
Ｔ
Ｍ
Ｐ
Ｒ
を
結
成
し
た
の
は
公
募
エ
ン
ト
リ
ー
時

で
は
あ
る
も
の
の
、
も
と
も
と
岩
沢
兄
弟
を
中
心
に
と
も

に
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
を
し
て
き
た
メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ

て
い
る
。

（
３
）
フ
ェ
ロ
ー
活
動
条
件
の
三
番
目「
創
作
活
動
・
研
究

プ
ロ
セ
ス
の
公
開 

」は
本
誌
が
担
っ
て
い
る
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間
の
体
感
と
は
奇
妙
に
ず
れ
て
い
く
「
AI

ら
し
い
日
記
」
を
目
指
し
て
の
チ
ュ
ー
ニ

ン
グ
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
日
記
添
削
と
い
う
「
動
点

観
測
所
」
に
お
け
る
作
業
プ
ロ
セ
ス
は
、

AI（
及
び
技
術
）と
人
間
の
関
係
を
あ
ら
わ

に
し
、
人
間
側
の
感
情
的
振
る
舞
い
や
誤

読
や
誤
解
を
明
確
に
す
る
た
め
に
実
施
し

た
大
げ
さ
な
仕
掛
け
で
あ
っ
た
。

「
技
術
と
人
間
の
〈
平
熱
の
共
存
〉」を

実
践
す
る
に
は
、
ま
ず
平
熱
で
は
な
い
関

係
を
自
覚
す
る
と
こ
ろ
か
ら
は
じ
ま
る
。

そ
の
た
め
に
体
験
者
が
み
ず
か
ら
の
身
体

を
使
う
こ
と
と
、
AI
の
予
測
と
そ
の
体
験

を
比
べ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
っ
た
。
仕

掛
け
た
構
造
は
ほ
ぼ
狙
い
通
り
機
能
し
、

体
験
者
の
さ
ま
ざ
ま
な
声
（
戸
惑
い
も
含

む
）
に
宿
っ
て
い
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

一
方
で
、
リ
サ
ー
チ
や
実
験
と
い
う
言

葉
を
使
い
な
が
ら
も
、
体
験
す
る
人
に

と
っ
て
楽
し
め
る
も
の
で
あ
っ
て
ほ
し
い

と
考
え
て
い
た
し
、
説
明
的
な
言
葉
よ
り

豊
か
な
体
験
を
優
先
す
る
こ
と
の
方
が
、

技
術
と
人
間
の
距
離
を
縮
め
て
く
れ
る
と

信
じ
て
い
た
。
そ
の
た
め
に
施
し
た
場
の

し
つ
ら
え
や
体
験
プ
ロ
セ
ス
が
、
す
べ
て

コ
ン
セ
プ
ト
に
沿
う
も
の
だ
っ
た
か
と
い

う
と
疑
問
も
残
る
。「
理
解
し
や
す
い
も

の
が
ほ
し
い
」
と
い
う
オ
ー
ダ
ー
に
ど
こ

ま
で
親
切
に
答
え
る
べ
き
か
。
ま
た
、
最

新
AI
を
使
う
体
験
と
し
て
の
期
待
を
（
あ

る
種
）
裏
切
る
構
造
を
と
る
の
も
、
企
画

側
・
体
験
側
双
方
に
と
っ
て
ス
ト
レ
ス
が

高
い
。
何
よ
り
「
平
熱
の
共
存
」
を
掲
げ

て
お
き
な
が
ら
、
技
術
と
人
間
が
フ
ラ
ッ

ト
に
出
会
う
こ
と
の
難
し
さ
も
思
い
知
っ

た
。
そ
の
た
め
に
必
要
な
場
や
体
験
と
は

改
め
て
ど
う
あ
る
べ
き
な
の
か
。

「
動
点
観
測
所
」
の
一
回
目
を
終
え
た

現
在
も
絶
え
ず
悩
ん
で
い
る
し
、
チ
ー
ム

内
で
も
足
並
み
が
揃
っ
て
い
る
と
は
言
い

難
い
。
正
直
し
ん
ど
く
て
面
倒
で
、
本
稿

を
書
い
て
い
る
担
当
は
脳
内
で
何
度
も
筆

を
折
っ
た
。
だ
が
進
化
す
る
技
術
と
の
付

き
合
い
と
は
、
本
来
そ
う
い
う
も
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
？
つ
く
っ
て
み
る
、
だ

し
て
み
る
、
た
め
し
て
み
る
、
意
見
を
あ

つ
め
る
、
な
や
む
、
な
お
し
て
み
る
、
ま

た
つ
く
っ
て
み
る
…
…
も
は
や
当
た
り
前

す
ぎ
て
忘
れ
ら
れ
か
け
て
い
る
キ
ー
ワ
ー

ド
「
永
遠
の
ベ
ー
タ
版
（
意
訳
：
プ
ロ
ト

タ
イ
プ
で
公
開
し
、
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
の
ま

ま
改
善
し
て
い
く
し
か
や
り
よ
う
が
な

い
！
）」
は
、
現
状
の
AI
に
も
言
え
る
し
、

人
間
側
の
マ
イ
ン
ド
に
も
必
要
だ
。
生
成

AI
が
こ
れ
だ
け
席
巻
し
て
く
る
世
な
ら

ば
、「
黙
っ
て
い
て
も
完
璧
な
も
の
が
パ
ッ

ケ
ー
ジ
で
提
供
さ
れ
る
世
界
」
と
、
い
よ

い
よ
サ
ヨ
ナ
ラ
す
る
時
期
だ
ろ
う
。
今
回

の
「
動
点
観
測
所
」も
ま
た
試
み
と
し
て

初
め
て
世
に
出
た
と
い
う
意
味
で
ベ
ー
タ

版
で
あ
り
、
そ
し
て
宿
命
と
し
て
こ
れ
か

ら
も
永
遠
に
ベ
ー
タ
版
だ
。

コ
ロ
コ
ロ
と「
動
点
」し
な
が
ら
、
モ
ヤ

モ
ヤ
と
悩
み
な
が
ら
、
あ
ー
で
も
な
い

こ
ー
で
も
な
い
と
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
さ

ま
ざ
ま
な
人
と
と
も
に「
練
習
」を
繰
り
返

す
謎
の
試
み
と
し
て
や
っ
て
い
く
し
か
な

い
。
そ
の
覚
悟
が
な
け
れ
ば
、
表
現
と
し

て
、
社
会
と
市
民
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
巻

き
込
む
よ
う
な
企
画
は
そ
も
そ
も
や
っ
て

は
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。
考
え
続
け

る
の
は
し
ん
ど
い
け
れ
ど
、
流
さ
れ
る
よ

り
は
い
い
と
信
じ
て
動
点
し
て
い
き
た

い
。
動
く
点
Ｐ
と
し
て
。

文
責
・
中
田
一
会
（
Ｔ
Ｍ
Ｐ
Ｒ
）

す
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
「
日
記
添
削
の
結
果
は
AI
に
学
習

さ
せ
る
の
か
」
と
い
う
質
問
も
よ
く
受
け

た
。
回
答
は「
学
習
さ
せ
る
予
定
は
な
い
」

で
あ
る
。
添
削
の
目
的
は
あ
く
ま
で
「
人

間
の
体
感
と
AI
の
予
測
の
差
分
を
自
覚
す

る
」
こ
と
に
あ
っ
た
。
添
削
結
果
は
体
験

者
の
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
や
体
験
プ
ロ
セ
ス
の

ア
ー
カ
イ
ブ
と
し
て
取
得
し
て
い
る
。
正

し
い
ル
ー
ト
を
間
違
え
ず
に
進
め
た
か
ど

う
か
確
か
め
た
り
、
よ
り
精
度
の
高
い
散

歩
日
記
を
生
成
し
た
り
す
る
こ
と
を
目
的

に
す
る
な
ら
ば
、
添
削
結
果
を
AI
に
学
習

さ
せ
る
必
要
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
（
と
は
い

え「
添
削
内
容
を
学
習
さ
せ
る
」
た
め
に

は
何
段
階
か
の
仕
掛
け
も
必
要
だ
が
）。

「
AI
」と
い
え
ば「
学
習
」で
、「
学
習
」を
す

る
こ
と
に
よ
り
、
AI
を「
成
長
」さ
せ
る
こ

と
が
目
的
だ
ろ
う
と
考
え
る
人
の
多
さ

を
確
認
し
た
。
実
際
行
わ
れ
て
い
た
の

は
、
AI
が
生
成
し
た
自
然
な
よ
う
で
不
自

然
な
日
記
文
を
前
に
、
人
間
の
側
が
さ
ま

ざ
ま
な
発
見
を
し
て「
育
つ
」と
い
う
実
験

で
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
舞
台
裏
で
は
、
日

夜
プ
ロ
グ
ラ
マ
が
AI
日
記
生
成
の
チ
ュ
ー

ニ
ン
グ
を
重
ね
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
は

「
人
間
ら
し
い
日
記
」を
書
く
た
め
で
は

な
く
、
同
じ
ル
ー
ト
を
辿
り
な
が
ら
も
人

成
果
と
積
み
残
し
：

技
術
と
人
間
の〈
平
熱
の
共
存
〉

は
実
現
で
き
た
の
か
？

Ｔ
Ｍ
Ｐ
Ｒ
は
異
な
る
技
能
を
持
つ

５
名
に
よ
る
チ
ー
ム
だ
。
取
り
立
て

て
リ
ー
ダ
ー
は
決
め
て
お
ら
ず
、
今

回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
し
て
考
え

て
い
る
こ
と
も
そ
れ
ぞ
れ
少
し
ず

つ
違
う
。
と
は
い
え
「
い
っ
た
い
な

ん
で
こ
ん
な
不
思
議
な
企
画
を
？
」

と
い
う
質
問
に
ひ
と
ま
ず
答
え
る
べ

く
、
Ｔ
Ｍ
Ｐ
Ｒ
の
発
起
人
・
い
わ
さ

わ
た
か
し
（
岩
沢
兄
弟
）
の
視
点
で

考
え
て
き
た
こ
と
を
メ
モ
的
に
記
述

し
て
み
る
。

娘
が
音
読
の
宿
題
で『
お
く
の
ほ
そ
道
』を
読
み
上
げ

て
い
た
と
き
の
こ
と
。
ふ
と
「
松
尾
芭
蕉
が
い
ま
旅
を

す
る
と
し
て
、
ル
ー
ト
検
索
機
能
を
使
う
の
だ
ろ
う

か
？
」
と
妄
想
し
た
。
立
ち
寄
る
宿
場
の
情
報
を
弟
子

に
チ
ェ
ッ
ク
さ
せ
て
い
る
芭
蕉
、
ス
ト
リ
ー
ト
ビ
ュ
ー

と
口
コ
ミ
を
駆
使
し
て
行
っ
て
な
い
場
所
の
句
を
詠
む

芭
蕉
。
い
っ
そ
、
AI
に
書
か
せ
た
旅
行
記
と
い
う
の
も

面
白
い
か
も
。
と
思
い
メ
モ
を
と
っ
た
。
そ
れ
が
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
出
発
点
。

AI
が
ユ
ー
ザ
ー
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
情
報
を
も
と
に
、

予
定
を
想
定
し
て
最
適
な
ル
ー
ト
を
提
案
を
し
て
く
れ

る
機
能
な
ら
既
に
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
ル
ー
ト
の
選
択

肢
す
ら
表
示
さ
れ
ず
、
移
動
す
る
か
ど
う
か
の
み
を
聞

か
れ
る
未
来
も
や
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
た
だ

ブ
ラ
ブ
ラ
と
“
自
由
に
” 

歩
く
こ
と
は
現
時
点
に
お
い

て
も
難
し
い
。
目
的
も
マ
ッ
プ
ア
プ
リ
も
な
く
歩
く
こ

と
を
、
多
く
の
人
間
が
手
放
し
て
い
る
か
ら
だ
。
で
も

「
ス
マ
ホ
を
捨
て
て
街
に
出
よ
」と
も
言
え
な
い
。
技
術

の
進
化
は
悪
く
な
い
し
、
何
よ
り
現
実
的
じ
ゃ
な
い
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
企
画
段
階
で
質
問
さ
れ
た
の

は
「
AI
が
予
測
し
た
散
歩
日
記
を
先
に
渡
し
、
答
え

合
わ
せ
の
よ
う
に
街
を
歩
く
順
序
の
方
が
面
白
い

の
で
は
？
」
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
う
ー
ん
、
そ
れ

は
Ｓ
Ｆ
的
だ
け
ど
そ
っ
ち
じ
ゃ
な
い
。「
目
的
を
持

た
ず
に
指
示
通
り
街
を
歩
き
、
後
か
ら
AI
が
予
測

し
た
日
記
と
照
ら
し
合
わ
す
」と
い
う
順
序
が
重
要
だ
。

ス
マ
ホ
の
指
示
ど
お
り
に
歩
く
行
動
は
日
常
と
変
わ

ら
な
い
。
そ
れ
で
も
何
事
も
先
に
予
測
さ
れ
て
し

ま
う
世
界
か
ら
一
瞬
逃
れ
、
自
由
に
歩
く
に
は
「
人

間
が
予
測
よ
り
も
先
に
行
動
を
起
こ
す
」こ
と
が
大
事
。

な
お
か
つ
そ
れ
は「
散
歩
」で
は
な
く「
観
測
」と
い
う
、

業
務
の
よ
う
な
制
約
だ
ら
け
の
行
為
の
中
で
こ
そ
、

は
っ
と
気
付
け
る
の
で
は
な
い
か
。

生
活
を
取
り
巻
く
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
は
「
検
索
→
選

択
」が
と
に
か
く
頻
出
す
る
。
移
動
ひ
と
つ
と
っ
て
も
、

マ
ッ
プ
ア
プ
リ
上
で
目
的
地
を
検
索
す
れ
ば
、
複
数
の

ル
ー
ト
候
補
と
予
測
時
間
、
周
辺
情
報
が
提
示
さ
れ

る
。
そ
の
な
か
か
ら
、
得
た
か
っ
た
情
報
の
近
似
値
を

選
び
、
移
動
す
る
。
で
は
、
こ
の
一
連
の
流
れ
に
AI
が

加
わ
る
と
、
ど
ん
な
変
化
が
起
こ
る
だ
ろ
う
？

松
尾
芭
蕉
は
ル
ー
ト
検
索
を
使
う
か
？

自
由
に
歩
く
こ
と
は
難
し
い

行
動
→
予
測
の
順
序
が
大
切

Ｔ
Ｍ
Ｐ
Ｒ　

い
わ
さ
わ
た
か
し

こ
こ
に
至
る
ま
で
に

考
え
て
き
た
こ
と

移
動
と
生
活
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
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A

パソコン２

パソコン3

スマホ

パソコン１

Ａ TMPR-HoudiniRouteGen（ルート生成コア）

Ｂ TMPR-RouteGenServer（ルート生成サーバー）

Ｃ TMPR-Route（ルート生成アプリ）

Ｄ TMPR-Setting（設定アプリ）

Ｅ TMPR-GPT（日記生成用シミュレーションアプリ）

Ｆ TMPR-Mobile（モバイルアプリ）

Ｇ 監視映像アプリ

Ｈ TMPR-Monitoring（リアルタイムルート表示アプリ）

Ｉ Google Places API（施設情報 API）

Ｊ OpenStreetMaps API（地図 API）

Ｋ OpenAI GPT-4（LLM API）

Ｌ Firebase Realtime Database（ユーザー位置情報DB）

Ｍ Firebase Firestore Database（ルート情報DB）

Ｎ Firebase CloudStorage（画像ストレージ）

Ｏ 日記印刷用プリンター

Ｐ 案内窓口上ディスプレイ

Ｑ ストリーミングカメラ

Ｒ コントローラー付きディスプレイ（ルート選択マシン）

Ｓ Webカメラ

Ｔ 運営

Ｕ ユーザー

プロフィール文

日記文

地域のルート図形

ルートに沿った施設情報

ルートコードに応じたルート情報

24 時間以内のルート情報

モード切り替えフラグ

ルート生成用パラメータ

3D シミュレーション結果

作：堀川淳一郎

映像

チーム写真

チーム写真

チーム写真

ル
ー
ト
生
成
用
パ
ラ
メ
ー
タ

ル
ー
ト
生
成
用
パ
ラ
メ
ー
タ

映
像

表
示
モ
ー
ド

ユ
ー
ザ
ー
の
位
置
情
報

ス
ト
リ
ー
ミ
ン
グ
映
像

生
成
用
パ
ラ
メ
ー
タ

ル
ー
ト
コ
ー
ド
等

ル
ー
ト
コ
ー
ド
等

ル
ー
ト
図
形
情
報

ル
ー
ト
図
形
情
報

日
記
文

ル
ー
ト
コ
ー
ド
に
応
じ
た
ル
ー
ト
情
報
、 

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
な
ど

ル
ー
ト
に
応
じ
た
チ
ー
ム
、 

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
等

ル
ー
ト
図
形
情
報
と

ル
ー
ト
コ
ー
ド
等
の
パ
ラ
メ
ー
タ

ユ
ー
ザ
ー
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の 

位

置
情
報
を
取
得

日記文

散歩（位置移動）

カメラ映像

ドウテンカンソクジョフローチャートA TMPR-HoudiniRouteGen (ルート生成コア)
Houdiniによるルート生成の機能が入ったプロシージャルモデルファイル。ルートのベースとなる地図を
OpenStreetMapsからダウンロードする機能を入れている。スタート地点と長さを指定すると、その条件にあっ
た環状のルートをランダムに生成する。ランダムなルートの複雑性をノイズ関数による３次元の波を利用して再現
している。Google Places APIを利用して、ルート上にある施設の情報をルートに付与している。Unityのルート
生成アプリと、データを双方向でやり取りするために、間にPythonのサーバーを挟んでデータ変換を行っている。
macOSでバックグラウンドでHoudiniを走らせるために、macOSのApp Nap 機能をオフにする必要があった（一
番つまずいた部分）。今回はローカルで走らせたが、理想はオンラインサーバーで走らせること。

B TMPR-RouteGenServer (ルート生成サーバー)
PythonによるHoudiniとUnityのアプリ間でデータ交換をすることができるようにするためのサーバーアプリ。
Socket 通信を使ったリアルタイム通信をできるようにしている。Houdiniで生成されたルートをUnityに送る。
Unity からのコントローラーの値をHoudiniに送ってランダムなルートを生成する。こちらも理想はオンライン
サーバーに置くこと。

C TMPR-Route (ルート生成アプリ)
Unityで作成されたルート表示・選択アプリ。Houdiniで生成されたルートを表示する。カスタムなハードウェア
（アーケードのジョイスティックとボタン）でルートの選択をできるようにしている。スタートボタンでルート選択
開始、30 秒でルート選択の決定、次の30 秒でルートのID 表示するように遷移する。HoudiniとPythonサーバー
と一緒に立ち上げる必要があるので、開始までの手順が多い（開始準備が自分しかできないというデメリット）。
ルート生成までUnityでできると一番手軽にはなる（ただ欲しい幾何学的な機能が少ないのでちょっと難しい）。

D TMPR-Setting (設定アプリ)
Unityによるルート毎の日記生成用の設定アプリ。パソコンにつながったウェブカメラからプロファイル作成用の
写真を撮影。撮影した写真からOpenAIのAPIを利用してプロファイルを自動生成。ルートのIDと共にプロファ
イルと写真をFirebaseのデータベースに送信。

E TMPR-GPT (日記生成用シミュレーションアプリ)
Unityによる日記生成アプリ。ルートのIDを利用してプロファイルやルート上の施設の情報から日記をOpenAI
のAPIを利用して生成。日記生成用のプロンプトを編集できるように。生成した日記はリッチテキストデータとし
て保存できるように。

F TMPR-Mobile (モバイルアプリ)
Unityで作ったモバイル用ルート案内アプリ。ルートのIDを入力すると、データベースに保存されたルートを表示
する。モバイルデバイスの緯度経度の位置付近の地図が表示される。地図の位置はドラッグで動かせないようにし
ている。ルートの歩く方向を矢印で表現している。モバイルデバイスの位置情報をFirebaseデータベースに送信。

H TMPR-Monitoring (リアルタイムルート表示アプリ)
Unityで作った、モバイルアプリユーザーが今どこにいるかを表示するリアルタイムマップアプリ。モバイルユー
ザーの緯度経度をFirebaseデータベースから取得し、地図に表示する。リアルタイムのユーザー位置情報の表
示モードと、その日のルートの蓄積を表示するモードで切り替えられるようにしている。ベースの地図はGoogle 
Mapsを利用している。



77 76

Ｃ
Ｃ
Ｂ
Ｔ
の
ア
ー
ト
・
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー

シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
お
も
し
ろ
さ

は
、
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
プ
ロ
セ
ス
を
広

く
人
々
に
公
開
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
ア
ウ
ト
カ
ム
に

注
力
す
る
だ
け
で
な
く
、
取
り
組
む
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
全
体
を
み
て
構
成
・
編
集
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、

「
つ
く
る
」と
は
ど
う
い
う
こ
と
で
、
そ
の

行
為
が
な
ぜ
素
晴
ら
し
い
か
を
少
し
で
も

知
っ
て
も
ら
い
た
い
、
何
な
ら
参
加
し
て

も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
Ｔ
Ｍ
Ｐ
Ｒ
に
併
走
す

る
上
で
最
も
難
し
か
っ
た
こ
と
は
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
全
体
像
が
掴
み
き
れ
な
い
と

こ
ろ
に
あ
り
ま
し
た
。
現
在
も
ま
だ
、
そ

の
全
貌
は
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
に

は
多
く
の
要
因
が
あ
り
、
扱
う
テ
ー
マ

「
AI
」
が
ま
さ
に
日
々
形
を
変
え
な
が
ら

発
展
し
て
い
て
、
そ
れ
に
対
す
る
多
種
多

様
な
立
場
や
姿
勢
が
あ
る
こ
と
、
Ｔ
Ｍ
Ｐ

Ｒ
の
メ
ン
バ
ー
も
ま
た
、
AI
に
対
す
る
ス

タ
ン
ス
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
、
表
現
方
法

も
異
な
る
こ
と
。
そ
し
て
そ
れ
が
よ
し
と

さ
れ
て
い
る
こ
と
。
市
民
を
巻
き
込
ん
だ

大
げ
さ
な
実
験
で
あ
り
な
が
ら
、「
技
術
と

人
間
の『
平
熱
の
共
存
』を
目
指
す
」と
い

う
、
何
と
も
測
れ
な
い
こ
と
に
挑
戦
し
て

い
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
具
現
化
す
る
に
あ

た
っ
て
、
参
加
者
が
行
う
こ
と
は「
観
測
」

で
あ
る
と
言
葉
を
設
定
し
ま
し
た
が
、
実

際
に
は
「
散
歩
」
を
し
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
毎
日
ス
マ
ホ
を
手
に
生
活
す
る
わ
た

し
た
ち
に
と
っ
て
、
目
的
な
く
歩
く
こ
と

は
も
は
や
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
散
歩

と
は
、
個
人
の
自
由
意
志
に
基
づ
く
身
体

性
を
伴
う
思
考
へ
の
入
り
口
で
あ
り
、
効

率
と
生
産
性
が
過
度
に
求
め
ら
れ
る
今
日

に
お
い
て
、
目
的
か
ら
解
放
さ
れ
た
行
為

で
す
。
無
意
識
を
意
識
に
手
繰
り
寄
せ
る

可
能
性
を
秘
め
て
お
り
、
そ
こ
に
は
、
い

か
な
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
も
置
き
換
え
る
こ

と
の
で
き
な
い
、
普
遍
的
な
創
造
性
が
潜

ん
で
い
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。
い
つ
か
、

Ｔ
Ｍ
Ｐ
Ｒ
の
美
山
さ
ん
が
「
AI
が
身
体
を

獲
得
し
な
い
限
り
、
AI
に
は
人
間
を
超
え

ら
れ
な
い
領
域
が
あ
る
」
と
仰
い
ま
し
た

が
、
本
質
は
そ
こ
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

Ｔ
Ｍ
Ｐ
Ｒ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
、
こ
の

よ
う
で
す
。
そ
の
試
み
や
思
考
が
か
た
ち

に
な
る
に
は
、
ま
だ
ま
だ
時
間
が
か
か
り

ま
す
。
そ
し
て
、
い
ま
無
理
矢
理
に
“
落

と
し
込
む
”
こ
と
は
、
も
っ
た
い
な
い
と

も
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
名
の
通
り
「
動

点
観
測
所
」
自
体
が
移
動
し
、
異
な
る
場

所
や
環
境
に
お
い
て
、
非
言
語
的
な
（
実

用
的
で
な
い
）
体
感
／
体
験
を
、（
あ
え

て
）
言
語
化
す
る
行
為
が
積
み
重
ね
ら
れ

た
先
に
、
そ
の
輪
郭
が
浮
か
び
上
が
っ
て

く
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
Ｔ
Ｍ
Ｐ

Ｒ
の
五
人
ら
し
い
方
法
で
、
お
も
し
ろ
お

か
し
く
、
大
ま
じ
め
に
ナ
ナ
メ
か
ら
。

CCBT TMPR

から見た

Ｃ
Ｃ
Ｂ
Ｔ
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
デ
ィ
レ
ク
シ
ョ
ン
／
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
を
行
う
。
韓
国
で
ビ
ジ
ュ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン
お
よ
び

国
際
経
営
学
を
専
攻
。
武
蔵
野
美
術
大
学
大
学
院
芸
術
文

化
政
策
コ
ー
ス
修
士
課
程
修
了
。
主
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

《
ま
さ
ゆ
め
》（2021

）、S
ID

E C
O

R
E

「rode w
ork 

ver. under city

」（2023

）。
島
田
芽
生

し
ま
だ
・
め
い

「
散
歩
に
は
セ
ッ
ト
（
精
神
状
態
）
と
セ
ッ
テ
ィ
ン

グ
（
社
会
環
境
）
が
大
変
重
要
だ
」
と
語
る
Ｔ
Ｍ
Ｐ
Ｒ
メ
ン

タ
ー
・
宇
川
さ
ん
。ア
ツ
い
レ
ビ
ュ
ー
の
続
き
は
ウ
ェ
ブ
で
！

透明の犬はいくらでも学んでくれる

☜

Ｔ
Ｍ
Ｐ
Ｒ
の
意
図
と
は
ち
ょ
っ
と
違
う
の
か
も
し
れ
な
い

が
、
話
題
に
な
っ
て
ほ
し
い
！ 

と
い
う
想
い
か
ら
「
初
め
て
体

験
す
る
人
が
純
粋
に
ど
こ
ま
で
楽
し
め
る
か
」
の
部
分
も
か
な

り
気
に
な
っ
て
い
た
。
実
際
参
加
し
て
み
る
と
遊
園
地
の
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
か
と
思
う
く
ら
い
景
色
が
か
わ
り
、
最
初
か
ら
魔

法
を
か
け
ら
れ
て
し
ま
う
。
散
歩
が
お
わ
り
、
歩
い
て
き
た
道

と
AI
の
「
お
散
歩
日
記
」
を
参
加
者
み
ん
な
で
添
削
す
る
時
間

は
興
味
深
か
っ
た
。
過
剰
に
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
文
章
に
ツ
ッ

コ
ミ
も
い
れ
た
が
、
常
に
な
に
か
あ
り
そ
う
に
感
じ
る
日
記
に

対
し
て
自
分
た
ち
の
思
考
も
「
お
散
歩
日
記
」
に
寄
っ
て
い
き
、

勝
手
に
物
語
を
つ
な
げ
て
し
ま
う
部
分
も
あ
っ
た
。

会
期
後
に
メ
ン
バ
ー
の
一
人
が
話
し
て
い
た
が
、
今
回
は

「
良
く
も
悪
く
も
楽
し
い
体
験
に
な
り
す
ぎ
ち
ゃ
っ
た
」と
の
こ

と
だ
っ
た
。「
AI
の
印
象
が
強
い
が
、
散
歩
の
コ
ー
ス
に
AI
学

習
の
プ
ロ
セ
ス
は
い
れ
て
な
い
。
自
分
の
体
験
に
よ
る
記
憶
と

再
度
向
き
合
う
時
間
に
し
て
ほ
し
い
」
と
言
っ
て
い
た
こ
と
が

印
象
的
だ
っ
た
。
場
所
に
よ
っ
て
ま
っ
た
く
印
象
が
変
わ
る
で

あ
ろ
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
い
ろ
い
ろ
な
場
所
に
Ｔ
Ｍ
Ｐ
Ｒ
「
動

点
観
測
所
」
が
出
張
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
！

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
。
広
告
、装
丁
、ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
、 

Ｗ
Ｅ
Ｂ
、映
像
、空
間
デ
ザ
イ
ン
な

ど
、ジ
ャ
ン
ル
は
多
岐
に
わ
た
る
。 

女
子
美
術
短

期
大
学　

非
常
勤
講
師
。

い
す
た
え
こ

TMPR「動点観測所」を体験して感じたこと

動点観測所を巡るあれこれ それぞれの視点

“
現
在
”美
術
家
／D

O
M

M
U

N
E

主
宰
。
映
像
作
家
、

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
Ｖ
Ｊ
、
文
筆
家
、
キ
ュ

レ
ー
タ
ー
、
大
学
教
授
な
ど
極
め
て
多
岐
に
わ
た
る
活

動
を
展
開
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
。

宇
川
直
宏　
う
か
わ
・
な
お
ひ
ろ
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正
直
、
告
知
情
報
で
は
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
で
す
！ 

そ
れ
で
も
知
人
が
関
わ
っ
て
い
る
か
ら
と
、
会
場
に
足
を
運

ん
で
み
る
と
意
外
な
ほ
ど
凝
っ
た
空
間
で
「
こ
れ
か
ら
何
を

さ
せ
ら
れ
る
ん
だ
ろ
う
！
？
」
と
高
揚
し
ま
し
た
。
普
段
は

な
か
な
か
通
ら
な
い
道
を
指
示
ど
お
り
に
歩
き
（
猫
道
の
よ

う
な
道
も
！
）、
渋
谷
の
い
ろ
ん
な
表
情
を
見
な
が
ら
仲
間

た
ち
と
一
緒
に
ワ
イ
ワ
イ
歩
け
て
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す

ね
。
道
中
の
あ
れ
こ
れ
も
全
て
AI
に
記
録
さ
れ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
ド
キ
ド
キ
し
た
り
、
ハ
プ
ニ
ン
グ
す
ら
も
「
AI

に
記
録
し
て
も
ら
わ
な
い
と
！
」
と
考
え
た
り
、
い
つ
の
間

に
か
AI
と
一
緒
に
散
歩
を
し
て
い
る
感
覚
に
。
後
に
な
っ
て

AI
が
記
録
し
て
い
た
こ
と
の
少
な
さ
に
少
々
落
胆
し
ま
し
た

が
、
そ
の
分
AI
日
記
は
、
自
分
た
ち
の
足
取
り
を
鮮
明
に
思

い
出
す
ト
リ
ガ
ー
に
な
っ
て
い
て
、
こ
の
企
画
は
「
AI
と
人

間
の
ニ
コ
イ
チ
構
造
」
な
ん
だ
と
気
付
き
ま
し
た
。
対
立
構

造
と
し
て
語
ら
れ
や
す
い
人
間
と
AI
で
す
が
、
そ
う
で
は
な

く
て
お
互
い
を
補
い
合
う
よ
う
な
関
係
性
も
良
い
も
の
だ
な

と
感
じ
ま
し
た
。

AIとニコイチになれた渋谷 新・散歩体験

渋
谷
の
街
を
歩
く
。ラ
ン
ダ
ム
に
決
め
ら
れ
た
ル
ー
ト
で
。

そ
の
ル
ー
ト
を
元
に
し
て
AI
が
生
成
し
た
日
記
が
印
刷
さ
れ

る
。
私
（
人
間
）
が
散
歩
し
て
き
ま
し
た
よ
、
と
い
う
体
裁

で
。
確
か
に
自
分
で
歩
い
た
ル
ー
ト
な
の
だ
け
れ
ど
も
、
実

は
全
て
機
械
的
に
決
め
ら
れ
て
た
行
動
だ
と
思
う
と
、
な
ん

だ
か
自
分
が
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語
の
実
行
コ
マ
ン
ド
を
担

う
文
字
列
そ
の
も
の
に
な
っ
た
気
分
だ
っ
た
。

だ
と
し
て
も
、
私
た
ち
が
渋
谷
を
歩
い
た
体
験
は
偽
り
に

は
な
ら
な
い
し
、
ま
し
て
や
AI
に
よ
っ
て
生
成
さ
れ
た
日
記

と
の
差
異
や
、
奇
妙
な
偶
然
の
一
致
を
発
見
し
て
は
、
参
加

者
同
士
で
そ
れ
に
つ
い
て
語
り
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
。
実

は
全
て
あ
ら
か
じ
め
決
め
ら
れ
て
い
て
、
私
た
ち
が
活
動
の

主
体
で
は
な
か
っ
た
は
ず
な
の
に
、
そ
れ
が
な
ん
と
な
く
牧

歌
的
で
楽
し
い
体
験
だ
と
思
え
た
の
は
、
散
歩
だ
か
ら
と
呑

気
に
構
え
て
い
た
だ
け
で
は
な
く
、
元
来
人
間
が
持
っ
て
い

る「
隷
属
性
」が
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
た
結
果
な
の
か
も
し
れ

な
い
。

写
真
家
。
一
九
八
一
年
横
須
賀
市
生
ま
れ
。
書
籍

や
広
告
エ
リ
ア
で
活
動
す
る
一
方
、「
都
市
」や「
デ

ジ
タ
ル
写
真
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
作
品
制
作
を
続

け
て
い
る
。
い
て
座
の
Ａ
型
。

た
だ

ア
ー
ト
メ
デ
ィ
エ
ー
タ
ー
。
自
分
自
身
が
メ
デ
ィ
ア

（
媒
介
）と
な
っ
て
、魅
力
的
な
人
を
つ
な
ぎ
、情
報
を

伝
え
て
い
く
活
動
を
展
開
。
企
画
や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
、マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
、広
報
・
Ｐ
Ｒ
な
ど
を
行
う
。

冠
那
菜
奈　
か
ん
む
り
・
な
な
な

コマンドを実行する

参
加
者
は
み
な
一
様
に
、
背
後
に
何
か
の
気
配
を
感
じ
つ

つ
、
普
段
以
上
に
お
喋
り
を
し
な
が
ら
未
知
の
観
測
体
験
を

ワ
ク
ワ
ク
し
て
楽
し
ん
で
い
た
。
こ
の
ワ
ク
ワ
ク
が
何
か
に

似
て
い
る
と
思
っ
た
の
だ
が
、
そ
の
昔
、
ア
ナ
ロ
グ
テ
ー
プ

レ
コ
ー
ダ
ー
や
使
い
捨
て
カ
メ
ラ
を
持
っ
て
街
に
出
た
こ
と

だ
っ
た
。
音
や
風
景
を
収
め
て
も
、
す
ぐ
に
確
認
で
き
な
い

時
代
。
あ
る
種
の
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
を
通
し
て
表
現
さ
れ

る
風
景
は
、
普
段
と
は
異
な
る
世
界
を
見
せ
て
く
れ
る
相
棒

と
な
り
、
相
棒
と
ま
た
街
を
眺
め
に
出
る
。

動
点
観
測
所
に
は
、
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
と
し
て
AI
ら
し

き
も
の
が
居
て
、
役
に
立
つ
と
か
そ
う
い
う
文
脈
と
違
っ

て
、
ど
う
や
ら
一
緒
に
過
ご
す
よ
う
な
感
覚
が
生
ま
れ
て
い

た
。
な
の
で
「
AI
を
相
棒
に
世
界
を
眺
め
る
」
こ
と
は
じ
め

だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
今
回
、
日
記
に
は
一
切
で
て
こ

な
か
っ
た
、
Ｃ
Ｃ
Ｂ
Ｔ
が
入
る
ビ
ル
の
向
か
い
に
で
き
た
某

ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ
の
ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
ス
ト
ア
を
こ
の
先
、

ど
の
よ
う
に
表
現
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
帰
り
道
は
そ
ん
な
こ

と
を
考
え
た
り
し
て
い
た
。

ビ
デ
オ
グ
ラ
フ
ァ
ー
。
動
点
観
測
所
の
記
録
映
像

制
作
を
担
当
。
普
段
は
、文
化
芸
術
や
ア
ー
ト
、表

現
の
分
野
で
写
真
・
映
像
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
の
制
作

を
中
心
に
活
動
中
。

丸
尾
隆
一　
ま
る
お
・
り
ゅ
う
い
ち

AIと街ブラことはじめ

AI
に
よ
っ
て
生
成
さ
れ
た
、“
私
た
ち
の
”
街
歩
き
日
記
に

は
、
確
か
に
私
た
ち
が
見
た
こ
と
・
話
し
た
こ
と
な
ど
が
書

か
れ
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
、
全
て
正
し
く
記
さ
れ
て
い
る
わ

け
で
は
な
く
、
だ
か
ら
こ
そ
添
削
を
す
る
の
だ
が
、
そ
の
間

私
た
ち
は
「
そ
う
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
」
と
、

“
AI
の
記
述
に
自
分
た
ち
の
記
憶
を
寄
せ
て
い
く
”
よ
う
な

不
思
議
行
為
を
し
て
い
た
。
日
記
と
は
、
基
本
的
に
は
自
分

の
記
憶
を
留
め
て
お
く
も
の
だ
が
、
AI
の
記
録
が
介
入
し
た

と
き
、“
ど
こ
ま
で
が
自
分
か
”
と
い
う
問
い
が
生
ま
れ
た
。

ま
た
、
も
う
一
つ
、
今
回
生
ま
れ
た
問
い
が
あ
る
。
AI
に

匂
い
や
味
、
触
覚
な
ど
は
扱
え
る
の
だ
ろ
う
か
。
私
が
日
記

を
書
く
と
き
に
は
、
目
や
脳
を
使
っ
て
認
識
し
た
も
の
だ
け

で
は
な
く
、
身
体
的
に
味
わ
っ
た
も
の
も
含
め
て
思
い
起
こ

さ
れ
る
。
あ
の
人
が
話
し
て
い
た
と
き
の
風
の
冷
た
さ
、
そ

こ
で
ふ
と
鼻
に
入
っ
て
き
た
コ
ー
ヒ
ー
屋
さ
ん
の
香
り
。

AI
が
当
た
り
前
に
生
活
に
介
入
す
る
と
な
っ
た
と
き
、“
ど

こ
ま
で
が
自
分
か
”
と
い
う
問
い
に
答
え
ら
れ
る
の
は
、
も

し
か
し
た
ら
“
自
分
が
身
体
的
に
感
覚
し
た
も
の
か
ど
う

か
”
と
い
う
線
引
き
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

編
集
者
。
武
蔵
野
美
術
大
学
空
間
演
出
デ
ザ

イ
ン
学
科
卒
業
。301inc.

に
て
「
飲
食
×
デ

ザ
イ
ン
」の
領
域
で
企
画
な
ど
を
経
験
し
た
の
ち
、

BRU
TU

S.jp

へ
。
現
在
は
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
と
し

て
、広
義
的
に「
編
集
」を
し
て
い
る
。

細
川
紗
良
　
ほ
そ
か
わ
・
さ
ら

溶け合うAIの記憶と私の記憶



81 80

Ｔ
Ｍ
Ｐ
Ｒ（
て
ん
ぷ
ら
）
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

い
わ
さ
わ
ひ
と
し

立
体
デ
ザ
イ
ナ
ー

対
物
プ
ラ
ン
ナ
ー

立
体
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー

平
面
デ
ザ
イ
ナ
ー

対
人
プ
ラ
ン
ナ
ー

い
わ
さ
わ
た
か
し

堀
川
淳
一
郎

美
山
有

中
田
一
会

空
間
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
車
輪
家
具
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
。
千
葉
生
ま
れ
、
多
摩

美
術
大
学
建
築
学
科
卒
業
。
デ
ザ
イ

ン
ユ
ニ
ッ
ト
「
岩
沢
兄
弟
」
の
兄
で
、

立
体
物
の
デ
ザ
イ
ン
担
当
。
オ
フ
ィ

ス
や
店
舗
、
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

拠
点
な
ど
の
空
間
デ
ザ
イ
ン
か
ら

家
具
、
名
刺
ケ
ー
ス
ま
で
な
ん
で
も

つ
く
る
。
動
く
物
が
好
き
。「
動
点

観
測
所
」
で
は
仮
庁
舎
の
よ
う
な
ユ

ニ
ー
ク
な
空
間
づ
く
り
、
屋
台
型
の

観
測
所
、各
種
マ
シ
ン
の
デ
ザ
イ
ン
・

制
作
を
担
当
。「
制
約
だ
ら
け
で
不

自
由
な
の
に
不
思
議
と
お
も
し
ろ
い

体
験
」
の
デ
ザ
イ
ン
を
空
間
や
立
体

物
か
ら
演
出
し
た
。
こ
の
他
、
近
年

は
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
や
千
葉
市
美

術
館
等
で
も「
岩
沢
兄
弟
」と
し
て
作

品
を
発
表
。

テ
ク
ニ
カ
ル
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
。

一
九
七
八
年
千
葉
生
ま
れ
、
武
蔵
野

美
術
大
学
短
期
大
学
部
生
活
デ
ザ
イ

ン
学
科
卒
業
。
デ
ザ
イ
ン
ユ
ニ
ッ
ト

「
岩
沢
兄
弟
」
の
弟
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
コ
ン
セ
プ
ト
設
計
の
ほ
か
、
テ

ク
ニ
カ
ル
デ
ィ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
言
語

化
を
担
当
。
日
常
行
為
や
世
間
で
バ

ズ
ワ
ー
ド
と
し
て
騒
が
れ
て
い
る
概

念
を
少
し
ズ
ラ
す
よ
う
な
企
画
が
得

意
。
Ｔ
Ｍ
Ｐ
Ｒ
の
発
起
人
で
本
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
発
案
者
。「
動
点
観
測

所
」
で
は
人
間
の
認
知
そ
の
も
の
を

揺
る
が
す
よ
う
な
体
験
設
計
を
目

指
し
、
企
画
か
ら
機
材
選
定
、
体
験

フ
ロ
ー
設
計
ま
で
幅
広
く
担
っ
た
。

「
遊
び
」
よ
り
は
「
悪
戯
」
が
好
き
。

バ
ン
ド「
レ
ン
タ
カ
ー
」で
は
一
升
瓶

の
演
奏
を
し
て
い
る
。

プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
、ア
ル
ゴ
ミ
ッ
ク
デ
ザ

イ
ナ
ー
。
一
九
八
四
年
東
京
⽣
ま
れ
。

Colum
bia U

niversity G
SA
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修
了
。
幾
何
学
や
⾃
然
の
⽣

態
を
ヒ
ン
ト
に
、
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を

利
⽤
し
た
様
々
な
形
態
の
⽣
成
・
研

究
を
⻑
年
⾏
っ
て
い
る
。Youtube

上
で
は
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ミ
ッ
ク
・
デ

ザ
イ
ン
に
関
す
る
動
画
等
を
配
信
。

二
〇
一
九
年 The O

ne Show

の

G
old Pencil

、第
二
十
三
回
メ
デ
ィ

ア
芸
術
祭
ア
ー
ト
部
⾨
優
秀
賞
な
ど

を
受
賞
。
東
京
藝
術
⼤
学
や
早
稲
⽥

⼤
学
で
非
常
勤
講
師
を
務
め
、
東
京

⼤
学
の
学
術
⽀
援
専
⾨
職
員
も
兼

任
。「
動
点
観
測
所
」で
は
各
種
ア
プ

リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
制
作
を
担
っ
た
。

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
。
横
浜

国
立
大
学
理
工
学
部
建
築
学
科
卒
業

後
、
イ
ン
テ
リ
ア
設
計
事
務
所
勤
務

を
経
て
独
立
。
ロ
ゴ
や
広
報
物
な
ど

文
字
の
デ
ザ
イ
ン
を
軸
に
、建
築
、美

術
な
ど
様
々
な
分
野
に
携
わ
る
。
近

年
は
活
動
の
範
囲
を
台
湾
や
香
港
な

ど
中
華
圏
に
も
広
げ
て
い
る
。
認
知

科
学
に
関
心
が
あ
り
、
Ｔ
Ｍ
Ｐ
Ｒ
で

も
人
間
の
知
覚
を
試
す
よ
う
な
企
画

に
興
味
を
抱
き
、
設
計
に
取
り
組
ん

だ
。「
動
点
観
測
所
」で
は
本
誌
デ
ザ

イ
ン
の
ほ
か
、
広
報
ツ
ー
ル
や
会
場

の
掲
示
物
も
含
め
た
あ
ら
ゆ
る
平
面

（
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
）の
デ
ザ
イ
ン
、
体

験
フ
ロ
ー
の
設
計
等
を
担
当
。
一
度

見
た
ら
忘
れ
ら
れ
な
い
、
表
現
の
ギ

リ
ギ
リ
ラ
イ
ン
を
攻
め
る
の
が
得

意
。

企
画
編
集
者
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
ナ
ー
。
一
九
八
四
年
東
京

⽣
ま
れ
。
武
蔵
野
美
術
⼤
学
芸
術
⽂

化
学
科
卒
業
。
出
版
社
や
デ
ザ
イ
ン

企
業
、
文
化
財
団
の
広
報
・
企
画
職

な
ど
を
経
て
、
二
〇
一
八
年
に
き
て

ん
企
画
室
を
設
⽴
。
二
〇
二
一
年
に

マ
ガ
ジ
ン
ハ
ウ
ス
に
て
ウ
ェ
ブ
マ

ガ
ジ
ン
〈
こ
こ
こ
〉
を
創
刊
。
⽂
化
、

も
の
づ
く
り
、福
祉
分
野
の
広
報
、記

録
、
編
集
を
中
心
に
活
動
中
。
自
他

共
に
認
め
る
記
録
魔
で
、
膨
大
な
日

記
を
書
く
癖
が
あ
る
。
日
記
本
レ
ー

ベ
ル
の
主
宰
と
し
て
、
ト
ー
ク
イ
ベ

ン
ト
や
美
術
館
展
示
に
も
と
き
ど
き

参
加
。「
動
点
観
測
所
」で
は
AI
日
記

の
文
体
設
計
に
関
わ
っ
た
他
、
言
葉

に
関
わ
る
執
筆
・
編
集
作
業
は
だ
い

た
い
手
掛
け
た
。

あとがき

一日を終えて、湯船に浸かる。自分と一緒にスマホも服（カバー）を脱がせ

て浴室へ。半身浴をしながらショート動画を見たり、ネット漫画を読んだり

して過ごす。ぐっとくる投稿にいいねを押した。疲れたら誰かがつくったプレ

イリストから適当な曲をかけて目をつむる。そして思い出す。「動点観測所っ

てやつ、楽しかったな」と。でも、あの体験をどう説明していいかわからなく

て、SNS には投稿しなかった。写真一枚で伝わるようなシーンがなかったし、

一言でわかるような解説もなかったし、周りからどう思われるのかも想像が

つかない。もやもやするなぁ、でもまぁいっか。いつか誰かがうまくまとめて

くれるだろう。それをシェアすればいいや。とりあえず風呂から出てビール飲

みながらNetflixでも見て、友達とLINEしようー。

この「TMPR 通信」は、そんなあなたのためにつくりました。え？ 「動点観

測所」を体験していない？ 大丈夫。そんなあなたも想定しています。だって

あなたもきっと、テクノロジーが溶け込んだ生活をしていますよね？いつかど

こかで自分自身と技術の関係について思い馳せる時に使ってください。　

2020 年代を生きる人の多くは、デジタルデバイス、インターネット、そし

てそれを操作しナビゲーションする言語から離れることができません。AI の

登場によって、それらはますます滑らかに私達の生活へと溶け込んでいます。

そのうち人間が思考するよりも早く、先回りした情報やアドバイスが自然に

表示されるようになるでしょう。そのとき、果たしてどこまでが自分が本当に

望んだことで、どこからがそうではないのか見分けがつくでしょうか。そこに

違和感を抱くことはあるのでしょうか。哲学的問答に迷い込む日のために、

「AI が見てきた風景を辿る 人工知能紀行」は立ち上がり、「動点観測所」が現

れ、「TMPR 通信」も存在しています。私達は特に答えを持っていませんが、

楽しくしつこく一緒に悩むことはできます。次はどのまちで、技術と人間の関

係を「観測」できるでしょうか。楽しみにしています。

TMPRより



動点観測所
を呼んでみませんか？

お手軽シンプル
ワークショップ

ルート生成

参考価格 50万円* 120万円* 250万円*

あなたの
まちにも！

モバイルキット貸出

可搬式観測所

TMPR非公式キャラクター
《テンプラくん》

AI日記生成

日記データベース

※TMPRメンバーの参加人数やWS内容によって金額が異なりますので、まずは詳細をご相談ください。
＊掲載金額は概算による最低価格です。正確な金額はご相談の上決定となりますのでご了承ください。

私たちTMPRは、次の動点観測所開所地を探しています。アートイベントだ
けでなく、町おこしにも使えるのではないかと噂の動点観測所。開催規模に
合わせて異なる料金プランを用意しておりますので、ぜひご検討ください！

@tokyo_tmpr↑
Instagramはこちら

ドキュメントブック作成

TMPRメンバー
WS＋トーク

おすすめ！
屋台スタイル 展示＋体験＋冊子

まずはお気軽にお問合せください！

めんどくさい！でも、おもしろい！

世の中の、わかりづらいことを愛する集団です

TMPRは、その他の依頼もお待ちしております……

2023tmpr@gmail.com

大 募
集

※※ ※

！

実施項目
プラン




